
霊
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仙
洞
に
お
け
る
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写
活
動
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つ
い
て
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井
茂
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は
じ
め
に

0貞享
・
元
禄
期
に
お
け
る
霊
元
院
の
公
家
所
蔵
の
典
籍
書
写

②
宝永
・
正
徳
期
の
霊
元
院
の
歌
書
収
集

③享
保
期
の
『
新
類
題
和
歌
集
』
編
纂
と
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』

④
霊
元
院
の
歌
書
収
集
と
『
新
類
題
和
歌
集
』
の
編
集
過
程

⑤
『
新
類
題
和
歌
集
』
の
成
立
と
霊
元
院
所
蔵
の
歌
書
の
行
方

お
わり
に

［論文
要
旨
］

　
本
稿は
、
貞
享
年
間
か
ら
正
徳
・
享
保
年
間
に
至
る
ま
で
の
、
霊
元
院
の
禁
裏
・
仙
洞
に
お
け
る
　
　
　
　
原
・
久
世
・
武
者
小
路
・
烏
丸
ら
が
「
書
写
御
用
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
公
家
衆
に

歌書
の
書
写
史
・
蔵
書
史
を
、
公
家
の
古
記
録
や
古
歌
書
目
録
類
に
基
づ
き
叙
述
し
、
霊
元
院
の
歌
　
　
　
　
よ
り
禁
裏
本
・
仙
洞
御
所
本
の
書
写
や
『
新
類
題
和
歌
集
』
編
纂
の
た
め
の
工
房
が
形
成
さ
れ
て
い

書書
写
の
動
機
や
具
体
相
を
追
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
近
時
明
ら
か
に
な
っ
た
貞
享
二
年
　
　
　
た
と
思
量
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
常
連
の
公
家
衆
が
典
籍
の
書
写
の
御
用
の
み
な
ら
ず
、
『
新
類
題

（
一
六

八五
）
四
月
・
五
月
の
冷
泉
家
本
の
大
規
模
な
書
写
活
動
が
特
筆
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
本
来
　
　
　
和
歌
集
』
の
編
纂
に
当
た
っ
て
伺
候
し
、
並
行
し
て
選
歌
資
料
を
探
求
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
転
写

は
、
東
山
天
皇
の
禁
裏
文
庫
に
譲
渡
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
霊
元
院
所
蔵
の
歌
書
は
、
霊
元
院
仙
洞
　
　
　
本
を
作
成
す
る
た
め
歌
書
を
献
上
さ
せ
た
り
借
出
さ
せ
た
り
す
る
先
と
し
て
は
、
無
論
冷
泉
家
が
多

に
留
ま
っ
た
た
め
、
膨
大
な
蔵
書
量
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
宝
永
末
年
頃
か
ら
正
徳
初
め
に
企
画
さ
　
　
　
　
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
時
期
が
下
る
に
つ
れ
、
中
院
家
・
日
野
家
・
烏
丸
家
等
が
所
持
す
る
歌
書
に

れた
『
新
類
題
和
歌
集
』
編
纂
事
業
は
、
霊
元
院
の
歌
書
の
収
集
・
書
写
活
動
を
必
然
的
に
活
発
化
　
　
　
　
も
関
心
を
寄
せ
、
献
上
・
書
写
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
当
時
の
公
家
の
記
録
か
ら
窺
え
る
。
一
方
、
歌

さ
せ
た
。
歌
書
が
貞
享
二
年
四
月
五
月
か
ら
享
保
末
年
の
『
新
類
題
和
歌
集
』
成
立
ま
で
に
、
霊
元
　
　
　
　
書
を
所
持
す
る
歌
道
家
の
人
物
は
、
院
の
廷
臣
と
し
て
他
の
家
業
の
公
家
衆
と
も
交
じ
り
、
歌
書
や

院
が
集
め
た
個
別
の
歌
書
の
書
写
、
及
び
『
新
類
題
和
歌
集
』
編
纂
の
た
め
の
抜
書
や
清
書
本
作
成
　
　
　
　
記
録
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
、
時
に
は
他
家
の
歌
書
の
書
写
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

に
当
た
っ
た
公
家
衆
の
廷
臣
は
、
和
歌
の
家
の
冷
泉
・
藤
谷
・
飛
鳥
井
二
二
条
西
・
中
院
、
及
び
能

書
の
家
の
清
水
谷
・
持
明
院
が
中
核
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
家
業
の
公
家
に
加
え
て
、
押
小
路
・
桑

3
1

1
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は

じ
め
に

　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
〔
以
下
「
高
松
宮

本
」
と
略
称
〕
は
、
有
栖
川
宮
家
・
高
松
宮
家
に
伝
来
し
た
古
典
籍
群
で
あ
る
。

　
高
松
宮
本
は
、
有
栖
川
宮
家
・
高
松
宮
家
や
そ
の
系
譜
に
連
な
る
天
皇
の
好
尚
を

反
映
し
て
、
和
歌
を
始
め
物
語
・
日
記
・
紀
行
等
の
国
文
学
関
係
の
和
書
が
多
い
の

が
特
徴
で

あ
る
。
殊
に
、
和
歌
関
連
資
料
に
関
し
て
は
、
戦
後
の
和
歌
文
学
研
究
の

著

し
い
進
展
に
よ
り
、
高
松
宮
本
の
歌
集
・
歌
学
書
の
紹
介
や
翻
刻
が
次
々
と
成
さ

れ
、
江
戸
時
代
初
中
期
の
書
写
と
目
さ
れ
る
歌
書
の
中
に
、
現
存
の
伝
本
数
の
少
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

い
貴
重
な
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
高
松
宮
本
に
は
、
後
西

天
皇
や
霊
元
天
皇
ら
近
世
初
頭
の
歴
代
天
皇
の
収
集
し
た
典
籍
も
多
く
含
ま
れ
る
た

め
、
宮
内
庁
書
陵
部
〔
以
下
「
書
陵
部
」
と
略
称
〕
蔵
御
所
本
・
伏
見
宮
家
旧
蔵
本

や
東
山
御
文
庫
蔵
の
古
典
籍
・
古
記
録
を
も
合
わ
せ
た
ト
ー
タ
ル
な
視
点
か
ら
全
体

像
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
江
戸
時
代
の
禁
裏
・
仙
洞
・
宮
家
に
お
け
る
典
籍
の

書
写
や

蔵
書
の
形
成
過
程
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
た
だ
、
従
来
の

和
歌
文
学
の
調
査
研
究
が
、
個
別
の
作
品
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
き
た
経
緯
も
あ
り
、

こ
れ
ら
の
歌
書
群
が
い
つ
頃
ど
の
よ
う
な
場
で
書
写
さ
れ
た
の
か
は
不
明
な
点
が
多

か
っ

た
。
一
方
、
近
年
、
東
山
御
文
庫
所
蔵
の
史
（
資
）
料
の
調
査
を
基
礎
と
し
た

禁
裏
文
庫
の
考
究
が
進
む
に
つ
れ
、
典
籍
の
書
写
の
実
態
が
江
戸
初
期
の
公
家
の
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

記
録
に
具
体
的
な
書
名
を
伴
い
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

ま
た
、
近
年
、
急
速
に
進
展
し
た
、
一
七
世
紀
の
公
家
文
化
の
研
究
に
よ
っ
て
、
天

皇
家
や
公
家
社
会
の
教
養
圏
に
お
け
る
和
歌
の
機
能
や
歌
学
習
練
の
実
態
が
日
本
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

世
史
の
側
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
研
究
動
向
の
中
で
、
霊
元
院
や
伺

候
の
公
家
衆
に
よ
る
歌
書
の
収
集
や
書
写
の
実
際
を
解
明
す
る
こ
と
は
必
須
と
言
え

よ
う
。

　
本
稿
で

は
、
貞
享
年
間
か
ら
宝
永
年
間
末
以
降
の
『
新
類
題
和
歌
集
』
の
編
纂
の

発
起
・
撰
集
に
至
る
、
霊
元
院
の
禁
裏
・
仙
洞
に
お
け
る
歌
書
の
書
写
史
・
蔵
書
史

を
公
家
の
古
記
録
や
古
歌
書
目
録
類
に
基
づ
き
叙
述
し
、
霊
元
院
の
歌
書
書
写
の
動

機
や
具
体
相
を
明
ら
か
に
す
る
。

0
貞
享
・
元
禄
期
に
お
け
る
霊
元
院
の
公
家
所
蔵
の
典
籍
書
写

　
万
治
四
年
二
六
六
こ
に
禁
裏
御
文
庫
が
焼
失
（
こ
れ
以
前
の
禁
裏
文
庫
の
蔵
書

の

内
容
は
大
東
急
記
念
文
庫
本
『
禁
裡
御
蔵
書
目
録
』
に
よ
り
知
ら
れ
る
。
後
述
）
、
そ

の
後
禁
裏
・
仙
洞
で
は
、
後
西
院
が
禁
裏
文
庫
の
再
興
に
着
手
し
、
そ
の
遺
志
を
継

い
だ
霊
元
院
、
及
び
伺
候
の
延
臣
に
よ
る
収
書
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
霊
元
院
は
、

寛
永
頃
か
ら
享
保
六
年
二
七
二
二
八
月
二
八
日
ま
で
冷
泉
家
御
文
庫
を
勅
封
し

た
が
、
貞
享
二
年
二
六
八
五
）
四
月
・
五
月
に
霊
元
院
が
冷
泉
家
所
蔵
の
歌
書
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
（
6
）

大
量

に
書
写
し
て
い
る
こ
と
が
、
藤
本
孝
一
・
石
田
実
洋
・
小
倉
嘉
夫
の
研
究
に
よ

り
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
石
田
と
小
倉
が
指
摘
し
た
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

蔵

『中
院
通
茂
日
記
』
（
自
筆
原
本
、
〇
六
i
六
）
貞
享
二
年
四
月
一
六
日
か
ら
五
月

三

〇
日
条
の
中
で
、
書
目
と
書
写
者
が
明
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
改
め
て
掲
げ
て
み

よ
う
。

四

月
十
六
日
、
晴
、
有
レ
召
参
　
内
、
冷
泉
家
寄
書
召
御
覧
、
三
百
部
斗
、
被
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

仰
ニ
ー
付
書
写
一
云
々
、
予
周
防
内
侍
可
二
書
写
一
之
由
仰
也
、
俊
成
卿
筆
也
、
其

後
退
出
、
参
二
母
堂
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ぐ

十
七
日
、
晴
、
通
鑑
再
見
、
有
〃
触
、

御
書
写
物
之
御
用
之
間
、
明
日
辰
之
刻
二
可
〃
有
二
参
勤
一
也
、

四
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
清
閑
寺
大
納
言
殿
・
園
前
大
納
言
殿
・
中
院
前
大
納
言
殿
・
清
水
谷
中
納
言

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
な
　
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
ぼ
　

　
殿
・
清
閑
寺
宰
相
殿
・
愛
宕
前
宰
相
殿
・
三
室
戸
中
務
大
輔
・
持
明
院
中
将

　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

　
殿
・
飛
鳥
井
中
将
殿
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十
八
日
、
参
内
、
写
二
周
防
内
侍
く
俊
成
卿
筆
二
、
冷
泉
家
本
今
夜
献
上
、

悉
不
レ
被
レ
写
也
、

　
　
　
あ
　

廿
二
日
、
周
防
内
侍
集
終
二
書
功
一
、
写
二
万
葉
抜
書
〈
定
家
筆
〉
一
、

廿
三

日
、
参
内
、
万
葉
集
抜
書
終
、

廿
四

日
、
参
内
、
写
二
山
家
心
中
集
く
西
行
寄
也
／
自
筆
也
γ
、
不
レ
違
又
写

書
也
、

廿
五

日
、
参
内
、
山
家
集
終
、
尚
歯
会
記
写
〃
之
、

廿
六

日
、
参
内
、
尚
歯
会
写
／
之
、

廿
七

日
、
参
内
、
尚
歯
会
終
、
無
二
外
題
一
く
寄
は
た
↓
校
合
、
隆
房
集
校

合
了
、

　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
カ
　

　
　
尚
歯
会
　
■
■
■
云

　
承
安
二
三
十
九
日

　
　
次
清
輔
く
ら
ゐ
の
き
ぬ
あ
を
に
ひ
の
さ
し
ぬ
き
に
し
た
か
さ
ね
を
き
た
り

　
　
お
ひ

を
さ
し
笏
を
も
た
り
、
い
さ
・
か
み
る
と
こ
ろ
あ
る
ゆ
へ
な
り
、
季

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

　
　
経
朝
臣
く
つ
を
と
る
大
武
卿
し
た
か
さ
ね
の
し
り
を
と
り
て
は
し
の
も
と

　
　
に
い
た
り
て
を
く
四
位
の
し
た
か
さ
ね
の
し
り
を
三
位
の
と
る
事
は
む
か

　
　

し
に
も
き
か
す
、
こ
れ
よ
は
ひ
を
た
う
と
ひ
み
ち
を
も
く
す
る
あ
ま
り
な

　
　
り
、
見
る
者
め
を
お
と
ろ
か
し
な
み
た
を
の
こ
ふ
へ
し

　
清
輔
談
云

　
　
今
日
布
袴
頗
有
存
旨
、
先
々
此
会
皆
大
納
言
勧
誘
之
、
来
客
皆
下
藤
也
、

　
　
下

官
以
卑
賎
之
身
誘
引
月
卿
、
恐
戦
之
故
深
礼
儀
也
云
々

借

日
、
参
内
、
校
下
ー
合
実
方
集
・
義
孝
集
〈
二
部
／
同
物
也
〉
・
左
京
大
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

集
・
寂
然
集
・
無
二
外
題
一
〈
後
鳥
羽
院
崩
御
悼
寄
、
不
知
作
者
／
近
代
風
体
・

阿
仏
抄
〉
一
冊
上
、

五
月
／
一
日
、
参
二
東
宮
一
、
参
　
内
、
校
二
人
口
源
大
府
卿
集
・
範
永
朝
臣
集
、

資
賢
集
］
、

二
日
、
陰
、
無
二
外
題
一
〈
不
知
／
御
右
筆
〉
・
四
条
宮
下
野
集
〈
面
白
集
也
〉
、

未
レ
終
レ
集
、
退
出
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

四
日
、
参
内
、
校
「
合
好
忠
集
一
、
其
外
忘
却
、

六

日
、
陰
、
参
内
、
校
ニ
ー
合
時
明
朝
臣
集
一
、
賀
茂
女
集
了
、
兼
澄
集
等
了
、

八
日
、
晴
、
参
　
内
、
曾
禰
好
忠
・
江
帥
集
校
合
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九

日
、
晴
陰
、
及
レ
晩
小
雨
、
入
レ
夜
甚
雨
、
参
内
、
為
家
卿
続
後
撰
〈
字
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

違
〉
校
合
〈
自
秋
／
至
恋
三
〉
、
時
朝
集
〈
竹
内
読
合
〉
・
股
富
門
院
大
輔
集
〈
読

　
　
　
　
　
　

合
武
者
小
路
〉
事
了
、
此
間
不
審
之
条
々
、
有
二
付
紙
之
分
吟
味
一
、
其
後
　
出

御
々
覧
一
々
決
定
、
入
〃
夜
退
出
、
明
日
東
宮
行
啓
〈
御
移
／
徒
之
／
後
初

而
／
行
啓
〉
、
依
レ
之
校
合
御
延
引
之
由
也
、

十
一
日
、
陰
、
自
／
昼
雨
、
雷
鳴
、
参
内
、
校
合
之
本
不
審
之
所
、
与
二
庭
田

　　
　
　

黄
門
一
吟
味
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
三

日
、
陰
晴
、
自
二
亥
刻
許
一
雨
、
今
日
参
　
内
、
与
二
庭
田
味
了
、
其
後
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　
ヰ
　

後
撰

〈為
家
卿
自
筆
／
雅
直
朝
臣
写
之
〉
校
合
了

　
　
　
雨
、
早
朝
書
拝
了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
部
卿
局
筆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
幸
仁
親
王
）

十

五
日
、
今
日
参
　
内
、
出
羽
弁
集
残
校
合
了
、
召
二
兵
部
卿
宮
一
、
御
参
、
書

損
被
レ
改
〃
之
、

十
入
日
、
晴
、
参
　
内
、
大
嘗
会
和
寄
〈
勅
筆
〉
、
今
日
校
合
了
、

廿
六
日
、
雨
天
、
参
内
、
今
日
校
合
悉
相
済
了
、

甘
・
縫
弊
出
之
後
．
巌
．
［
鰺
．
臆
醗
且
藁
二
疋
・
金
三
歩
拝
領
今

ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

度
書
写
也
、
書
、
其
外
奉
行
、
公
卿
、
金
各
有
二
差
別
一
欺
、

　
ま
ず
、
記
事
の
細
部
に
つ
い
て
書
陵
部
蔵
『
基
量
卿
記
』
（
自
筆
原
本
、
柳
ー
五
八
）

に
依
拠
し
つ
つ
補
足
を
加
え
る
と
、
四
月
一
六
日
条
に
「
冷
泉
家
寄
書
召
御
覧
三
百

部
斗
」
と
あ
る
の
は
、
『
基
量
卿
記
』
四
月
一
五
日
条
に
、

四
月
十
五
日
、
後
西
院
御
石
塔
供
養
也
、
（
中
略
）

　
　
　
　
　

一

、
従
二
冷
家
文
庫
↓
書
籍
三
百
廿
冊
余
〈
定
家
・
為
家
・
為
相
卿
・
俊
成
．
行

成
卿
・
寂
蓮
・
西
行
等
筆
也
〉
為
二
書
写
一
被
レ
召
、
自
二
明
日
一
諸
家
中
可
レ
被
／
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触
由
也
、

と
見
え
る
よ
う
に
、
「
三
百
部
斗
」
は
厳
密
に
は
「
三
百
廿
冊
余
」
で
あ
り
、
ま
た
、

五
月
三
〇
日
ま
で
の
一
連
の
書
写
事
業
は
、
同
年
二
月
二
二
日
に
崩
御
し
た
後
西
天

皇
の

石
塔
供
養
の
日
に
開
始
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
五
月
三
〇
日
の
校

合
終
了
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
『
基
量
卿
記
』
五
月
三
〇
日
条
に
、

一

、
入
レ
夜
、
今
度
書
写
輩
へ
賜
二
金
子
・
晒
布
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
を

一

、
書
写
校
合
参
勤
之
輩
五
百
疋
、
一
、
書
写
之
中
、
園
・
清
閑
寺
・

ハゆ
ぱ
ロ
ぶ
　
ご
　
　
　
　
　
　
　

酉
酉
　
・
中
院
等
老
人
之
間
、
晒
二
疋
・
三
百
疋
給
レ
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

、
奉
行
中
、
松
木
・
中
山
・
押
小
路
等
晒
二
疋
・
三
百
疋
、
清
岡
・
勘
解
由
小

　
　
　
　
　
ほ
　

路
・
白
川
等
五
百
疋
、

一

、
書
写
分
在
、
校
合
分
一
方
二
伺
公
之
輩
ハ
三
百
疋
宛
給
〃
之
、
相
役
中
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
を
　

給
了
、
愛
宕
・
予
等
書
写
参
勤
之
間
、
給
二
三
百
疋
「
了
、

と
あ
り
、
書
写
の
御
用
の
褒
美
と
し
て
下
賜
さ
れ
た
品
物
が
よ
り
詳
し
く
記
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
『
中
院
通
茂
日
記
』
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
四
月
一
七
日
条
に
所
引
の

「触
（
触
状
）
」
の
署
名
に
存
す
る
人
物
等
と
合
わ
せ
、
書
写
事
業
に
加
わ
っ
た
人
名

が
知
ら
れ
る
。
今
こ
れ
を
整
理
す
る
と
、
清
閑
寺
煕
房
・
園
基
福
・
中
院
通
茂
・
清

水
谷
実
業
・
清
閑
寺
煕
定
・
愛
宕
通
福
・
三
室
戸
誠
光
・
持
明
院
基
輔
・
飛
鳥
井
雅

豊
・
醍
醐
冬
基
・
松
木
宗
顕
・
中
山
篤
親
・
押
小
路
公
起
・
清
岡
長
時
・
勘
解
小
路

詔
光
・
白
川
喬
高
で
あ
る
。
歌
道
家
の
飛
鳥
井
・
中
院
、
及
び
能
書
の
清
水
谷
・
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

明
院
を
中
核
に
、
広
い
家
業
の
廷
臣
が
動
員
さ
れ
た
様
相
が
窺
え
る
。

　
次

に
、
書
名
の
明
確
な
記
載
の
存
す
る
書
目
に
つ
い
て
、
外
題
や
冷
泉
家
本
と
の

関
係
を
手
掛
か
り
に
御
所
本
等
と
の
同
定
を
行
い
（
書
名
が
合
致
す
る
場
合
は
外
題
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

略
）
、
次
掲
【
表
1
】
に
ま
と
め
る
。

　
「
大
嘗
会
和
歌
〈
勅
筆
〉
」
（
霊
元
院
辰
筆
『
大
嘗
会
和
歌
』
と
想
定
さ
れ
る
）
は
、
現

在
、
書
陵
部
御
所
本
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
本
・
東
山
御
文
庫
蔵
本
に

　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

所
蔵
が
確
認
で
き
な
い
。
先
掲
の
歌
書
は
、
貞
享
二
年
四
月
一
六
日
か
ら
五
月
三
〇

日
の
間
に
書
写
校
合
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
一
方
、
親
本
の
冷
泉
家
本
は
現
在

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
、
実
際
に
「
範
永
朝
臣
集
H
」

　
　
　
　
（
1
0
）

「
山
家
心
中
集
」
以
外
は
伝
存
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
際

に
書
写
さ
れ
た
歌
書
は
、
「
三
百
廿
冊
余
」
に
上
る
か
ら
、
従
来
、
書
陵
部
御
所
本

の

江
戸
前
期
写
と
目
さ
れ
る
伝
本
の
み
が
知
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
後
冷
泉
家
時
雨
亭

文
庫
に
伝
存
が
確
認
・
公
表
さ
れ
た
歌
書
の
内
、
私
家
集
に
限
れ
ば
、
『
従
二
位
顕

氏
集
』
『
中
書
王
御
詠
』
等
も
同
時
期
に
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
い
う
の

も
、
前
掲
の
『
中
院
通
茂
日
記
』
貞
享
二
年
四
月
・
五
月
条
に
所
載
の
書
目
を
、
原

本

に
当
た
っ
た
と
こ
ろ
、
装
訂
・
寸
法
・
表
紙
の
色
や
模
様
・
本
文
の
紙
質
と
い
っ

た
書
誌
的
事
項
が
共
通
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
御
所
本
全
般
の
書
誌
調
査
を

続
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
貞
享
二
年
頃
に
書
写
さ
れ
た
歌
書
の
書
誌
の
類
型
を
抽
出

し
、
同
時
期
の
書
写
本
を
特
定
し
得
よ
う
。
な
お
、
「
資
賢
集
」
・
「
源
大
府
卿
集
」
・

「
兼
澄
集
」
は
、
万
治
四
年
二
六
六
こ
の
内
裏
火
災
の
前
の
禁
裏
の
蔵
書
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

を
伝
え
る
大
東
急
記
念
文
庫
本
『
禁
裡
御
蔵
書
目
録
』
に
見
え
、
貞
享
二
年
四
月
一

六

日
か
ら
五
月
末
に
か
け
冷
泉
家
本
に
よ
り
補
充
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
貞
享
二
年
四
月
・
五
月
の
、
霊
元
院
発
起
に
よ
る
冷
泉
家
の
歌
書
の
書
写
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

動
は
、
冷
泉
家
本
の
二
条
良
基
編
『
日
次
記
』
の
書
写
と
も
連
動
す
る
一
大
事
業
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
冷
泉
家
蔵
の
歌
書
の
書
写
は
、
そ
の
後
少
な
く
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

も
、
貞
享
二
年
の
一
〇
月
中
旬
に
も
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
夙
に
紹
介
の
あ
る
、
群
書

類
従
（
巻
第
二
五
七
）
本
『
惟
宗
広
言
集
』
の
奥
書
、

広
言
家
集
。
以
二
阿
仏
真
蹟
一
。
不
〃
違
二
一
字
一
書
写
。
遂
二
再
校
一
畢
。

　
貞
享
二
年
初
冬
中
潮
　
　
　
　
　
　
前
内
大
臣
経
光

右
惟
宗
広
言
家
集
以
無
類
本
不
能
校
合
　

134



酒井茂幸［霊元院仙洞における歌書の書写活動について］

に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
書
写
者
の
経

光

は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
同
時
期
の

二
条
良
基
『
日
次
記
』
の
書
写
に
関
わ
っ

た

大
炊
御
門
経
光
で
あ
る
。

　
貞
享
二
年
正
月
二
六
日
に
霊
元
天
皇

は
、
将
軍
徳
川
綱
吉
か
ら
「
先
年
二
条

家
文
庫
記
録
被
写
取
分
」
を
献
上
さ
れ
、

一
〇

月
下
旬
ま
で
に
は
禁
裏
に
お
い
て

こ
の
綱
吉
献
上
本
「
日
次
記
」
の
書
写

が
廷
臣
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
そ
の
交
名

も
『
兼
輝
公
記
』
同
年
一
二
月
二
七
日

条

に
よ
り
知
ら
れ
る
。
そ
れ
を
掲
げ
て

見
よ
う
。自

二
今
日
一
於
二
禁
裏
一
、
当
春
将
軍

家
被
レ
献
二
御
記
一
、
被
〃
遂
二
書
写

校
合
一
、
公
卿
雲
客
各
毎
日
参
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
ぜ
ホ
　

勤
〃
之
云
々
、
其
交
名
、
内
府
・

　ナ
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
内
大
臣
・
今
出
川
前
内
府
・

ハ　
　
　
　
ぽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
め
　
　
　
　

権
大
納
言
　
　
・
　
右
大
将
　
　
・

　
　
　
ぷ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
宮
大
夫
・
今
出
川
大
納
言
・
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
を
　

前
大
納
言
・
勧
修
寺
前
大
納
言
・

　
　
　
　
　
き
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
セ
　

高
辻
前
大
納
言
・
東
園
中
納
言
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
源
中
納
言
　
・
宰
相
中
将
　
・

　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
に
ぽ
　
　
　

左
大
弁
宰
相
・
大
蔵
卿
・
押
小
路

　　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
位
・
誠
光
朝
臣
・
共
方
朝
臣
・

　　
　
　
ホ
　
　

詔
光
朝
臣

表
1
　
『
中
院
通
茂
日
記
』
貞
享
二
年
四
月
・
五
月
条
所
載
書
写
典
籍
一
覧

記

載
書
名

書
　
　
名
（
外
題
）

書
陵
部
等
函
架
番
号

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
等
の
巻
次
と
出
版
（
予
定
）
年

周

防
内
侍
集

書
名
散
供
に
よ
り
な
し

（
勅
封
一
＝
二
…
四
－
二
ー
四
⊥
三

平
安
私
家
集
　
一
　
第
一
四
巻
　
（
平
五
）

万
葉
（
集
）
抜
書

『歌
A
旦

（
H
六
〇
〇
ー
＝
二
七
八
ー
ム
五
六
）

詞
林
采
葉
抄
　
万
葉
抜
書
　
第
七
八
巻
（
平
↓
七
）
予
定

山
家
心
中
集

同

（五
〇
一
1
＝
二
九
）

尚
歯
会

『白
河
尚
歯
会
和
歌
』

（五
〇
一
－
七
八
二
）

隆
房
集

同

（五
〇
一
－
＝
二
四
）

中
世
私
家
集
　
二
　
第
二
六
巻
　
（
平
八
）

実
方
集

同

（五
〇
一
ー
六
〇
九
）

平
安
私
家
集
　
七
　
第
二
〇
巻
　
（
平
＝
）

義
孝
集
（
1
）

同

（
一
五
〇
ー
五
七
七
）

承
空
本
私
家
集
　
上
　
第
六
九
巻
　
（
平
一
四
）

義
孝
集
（
n
）

同

（五
〇
一
ー
二
七
三
）

平
安
私
家
集
　
二
　
第
二
三
巻
　
（
平
六
）

左
京
大
夫
集

同

（五
〇
一
－
一
三
二
）

平
安
私
家
集
　
五
　
第
一
四
巻
　
（
平
九
）

寂
然
集

『寂
然
法
師
集
』

（五
〇
一
⊥
二
＝
二
）

中
世
私
家
集
　
二
　
第
二
六
巻
　
（
平
八
）

源
大
府
卿
集

『行
宗
集
』

（
一
五
〇
ー
五
四
四
）

平
安
私
家
集
　
十
　
第
二
三
巻
　
（
平
一
七
）
予
定

範
永
朝
臣
集
（
1
）

同

（五
〇
一
ー
一
八
五
）

承
空
本
私
家
集
　
中
　
第
七
〇
巻
（
平
一
七
）
予
定

範
永
朝
臣
集
（
n
）

同

（五
〇
一
⊥
二
〇
五
）

未
刊
・
予
定
等
未
詳

資
賢
集

『入
道
大
納
言
資
賢
集
』

（五

〇
一
ー
二
＝
）

中
世
私
家
集
　
二
　
第
二
六
巻
　
（
平
八
）

四
条
宮
下
野
集

同

（五
〇
一
ー
一
五
四
）

平
安
私
家
集
　
六
　
第
一
九
巻
　
（
平
五
）

曾
禰
好
忠
集

同

（五
〇
一
ー
＝
二
五
）

資
経
本
私
家
集
　
三
　
第
六
十
九
巻
　
（
平
一
四
）

時
明
朝
臣
集

同

（
一
五
〇
ー
六
九
九
）

承
空
本
私
家
集
　
中
　
第
七
〇
巻
（
平
一
八
）
予
定

兼
澄
集

同

（五

〇
↓
1
一
四
八
）

平
安
私
家
集
　
四
　
第
一
七
巻
　
（
平
八
）

賀
茂
女
集

同

（五
〇
一
ー
一
七
三
）

平
安
私
家
集
　
五
　
第
一
八
巻
　
（
平
九
）

続
後
撰
集

同

（四
〇

五
ー
八
八
）

続
後
撰
和
歌
集
　
為
家
歌
学
　
第
六
巻
（
平
六
）

江
帥
集

同

（五
〇
一
ー
一
五
三
）

平
安
私
家
集
　
五
　
第
一
八
巻
　
（
平
九
）

時
朝
集

1
『
前
長
門
守
時
朝
入
田
舎
打
聞
集
』

（五
〇
一
ー
二
八
二
）

中
世
私
家
集
　
三
　
第
二
六
巻
　
（
平
八
）

同

H
『
勅
撰
並
都
鄙
打
聞
入
前
司
時
朝
寄
』

（五
〇
一
！
二
六
七
）

中
世
私
家
集
　
三
　
第
二
六
巻
　
（
平
八
）

股
富
門
院
大
輔
集

同

（五
〇
一
－
二
二
七
）

中
世
私
家
集
　
二
　
第
二
六
巻
　
（
平
八
）

出
羽
弁
集

同

（五
〇
］
ー
＝
二
八
）

平
安
私
家
集
　
二
　
第
二
〇
巻
　
（
平
＝
）

大
嘗
会
和
歌

未
詳
（
9
）

／

／
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こ
れ
に
よ
る
と
、
将
軍
綱
吉
か
ら
献
上
さ
れ
た
二
条
良
基
『
日
次
記
』
の
書
写
校

合
に

参
集
し
た
人
名
は
、
花
山
院
定
誠
・
大
炊
御
門
経
光
・
今
出
川
公
規
・
清
閑
寺

煕

房
・
三
条
実
通
・
近
衛
家
煕
・
今
出
川
伊
季
・
勧
修
寺
経
慶
・
高
辻
豊
長
・
東
園

基
量
・
庭
田
重
條
・
中
院
通
茂
・
中
山
篤
親
・
清
閑
寺
煕
定
・
伏
原
宣
幸
・
押
小
路

公
起
・
三
室
戸
誠
光
・
梅
小
路
共
方
・
勘
解
小
路
留
光
で
あ
っ
た
。
前
掲
の
貞
享
二

年
四
月
・
五
月
の
冷
泉
家
蔵
の
歌
書
の
書
写
者
と
比
較
す
る
と
、
一
九
人
中
七
人

（通

茂
・
煕
定
・
誠
光
・
篤
親
・
公
起
・
詔
光
）
が
一
致
す
る
が
、
霊
元
天
皇
監
督
下

の
古
記
録
の
書
写

は
、
こ
う
し
た
常
連
と
目
さ
れ
る
公
家
衆
を
含
み
込
み
つ
つ
も
、

若
干
異
な
っ
た
顔
触
れ
に
よ
り
行
わ
れ
た
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
。

　
霊
元
天
皇

は
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
東
山
天
皇
に
譲
位
す
る
。
こ
の
間
の
霊

元
院
か
ら
東
山
天
皇
へ
の
蔵
書
の
移
行
の
様
子
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
『
光
栄
卿

記
』
に
見
え
、
古
記
録
に
限
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
東
山
天
皇
の
皇
居
が
土

御
門
里
内
に
あ
り
、
霊
元
院
は
退
位
後
東
山
天
皇
と
暫
く
「
同
座
」
し
て
「
仮
仙
居
」

と
し
、
新
院
の
霊
元
院
は
そ
の
後
、
土
御
門
里
内
の
北
殿
に
仙
洞
御
所
を
構
…
え
た

（
『続
史
愚
抄
』
六
四
冒
頭
）
事
情
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
以
後
、
貞
享
年
間
の
冷
泉
家
本
歌
書
の
書
写
に
関
す
る
記
録
は
、
従
来
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
、
『
基
量
卿
記
』
貞
享
五
年
三
月
一
六
日
条
に
、

内
々
被
二
借
召
一
冷
泉
家
文
庫
寄
書
書
写
之
義
、

其
義
分
配
之
義
、
妾
議
奏
中
へ
被
二
仰
付
一
、

禁
中
番
衆
へ
被
二
仰
付
一
之
間
、

廿
日
、
晴
自
二
　
仙
洞
一
御
写
物
被
二
仰
付
一
、

〈定
家
卿
自
筆
也
〉
、

書
付
進
上
了
、
御
神
楽
次
第
也

と
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
『
中
院
通
茂
日
記
』
の
同
年
条
は
、
自
筆

本
の

み

な
ら
ず
転
写
本
を
含
め
て
も
脱
落
が
多
い
が
、
『
中
院
通
茂
日
記
』
の
元
禄

七
年
の
二
月
一
五
日
条
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
　

十
五

日
、
晴
陰
、
刑
部
卿
〈
竹
内
／
三
位
〉
入
来
、
　
仙
洞
仰
今
度
廿
一
代
集

被
二
仰
出
一
也
、
古
今
集
可
書
進
之
欺
之
由
也
、
　
仰
畏
奉
了
、
錐
／
然
病
後
執

筆
別
而
難
義
、
古
今
被
二
　
仰
下
一
候
条
別
而
難
二
畏
入
一
、
錐
〃
申
二
領
状
三
四

年
一
、
御
前
新
古
今
一
部
書
ニ
ー
写
之
一
、
若
於
二
御
用
一
可
／
献
／
之
由
申
／
之
、
則

令
レ
見
レ
之
、
持
二
ー
参
之
一
、
可
レ
申
二
其
旨
一
之
由
也
、
入
〃
夜
又
入
来
、
新
古
今

入
令
レ
参
候
処
、
別
而
御
機
嫌
也
、
不
レ
依
二
所
用
一
難
〃
可
〃
書
「
写
之
一
、
御
「

覧
之
一
、
難
下
被
二
返
遣
一
之
間
上
被
二
留
置
一
了
、
以
二
此
本
一
余
集
可
レ
被
レ
調
之
由

　
仰
別
而
御
機
嫌
之
由
被
〃
申
了
、
畏
入
候
由
被
二
申
上
一
了
、

と
、
中
院
家
を
含
む
公
家
衆
に
二
十
一
代
集
の
献
上
・
書
写
を
命
じ
、
中
院
通
茂
に

は
古
今
集
の
献
上
を
仰
せ
付
け
た
こ
と
、
ま
た
、
通
茂
が
自
家
所
持
の
『
新
古
今
集
』

を
叡
覧
に
供
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
直
後
、
霊
元
院
は
『
古
今
集
』
の
校
合
・

献
上

を
通
茂
に
依
頼
し
た
が
、
そ
れ
は
、
同
二
九
日
条
に
、

と
、
霊
元
院
よ
り
禁
裏
小
番
の
相
番
衆
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
記
事
が
見
え
る
の
み
で

　
（
1
4
）

あ
り
、
冷
泉
家
本
は
、
一
時
返
却
さ
れ
た
と
し
て
も
、
最
終
的
に
は
、
貞
享
五
年
の

早
い
内
に
宮
中
か
ら
冷
泉
家
御
文
庫
に
返
納
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
元
禄
年
間
は
、
ま
ず
、
禁
裏
に
お
け
る
書
写
事
蹟
が
比
較
的
豊
富
に
記
さ
れ
、
か

つ
年
次
に
欠
巻
の
な
い
『
基
量
卿
記
』
を
基
準
と
す
る
と
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）

七
月
二
〇
日
条
に
、

（前
略
）
賜
二
古
今
御
本
一
、
所
持
本
奥
書
見
合
可
二
献
上
一
之
由
　
仰
也
、

と
あ
り
、
次
の
日
の
三
月
一
日
条
に
は
、

舟

日
晴
　
今
日
古
今

　
　
　
が
　
　
　
　

先
年
加
賀
黄
門
所
持
、

　　
　
　

相
府
筆
本
、
先
考
御
書
写
本
く
為
定
筆
本
之
写
／
此
本

被
レ
預
二
／
後
水
尾
院
一
、
承
応
禁
中
回
禄
之
時
／
焼
失
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了
〉
両
本
見
合
、
相
違
之
所
々
書
付
進
上
傑
、

と
あ
る
。
ま
た
、
同
年
三
月
九
日
条
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
九

日
、
竹
内
三
位
入
来
、
仙
洞
先
年
取
二
借
遣
一
之
詠
百
未
抄
〈
作
者
不
記
〉
・

　
　
雨
中
吟
未
来
記
本
一
冊
抄
〈
後
陽
成
院
口
伝
〉
返
賜
候
、

と
見
え
る
。
な
お
、
「
詠
百
未
抄
」
「
後
陽
成
院
口
伝
」
は
、
東
山
御
文
庫
蔵
『
仙
洞

御
歌
書
目
録
』
（
勅
封
六
九
ー
五
ー
六
ー
一
）
に
見
え
、
霊
元
院
仙
洞
の
歌
書
目
録
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
同
目
録
の
成
立
年
次
の
目
安
も
得
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
元
禄
年
間
に
は
、
前
掲
の
貞
享
二
年
二
六
八
五
）
四
月
・
五
月

の

よ
う
な
大
規
模
な
歌
書
書
写
の
記
事
は
管
見
に
入
ら
ず
、
中
院
家
の
よ
う
な
堂
上

歌
道
家
か
ら
個
別
に
歌
書
を
献
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
仙
洞
御
所
の
御
文
庫
の
充

実
を
図
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

②
宝
永
・
正
徳
期
の
霊
元
院
の
歌
書
収
集

　
霊
元

院
の
歌
書
収
集
と
書
写
は
、
宝
永
年
間
に
入
っ
て
も
続
く
が
、
そ
の
実
態
は

書

陵
部
蔵
『
日
野
輝
光
卿
記
』
（
自
筆
原
本
、
日
ー
四
一
）
に
よ
り
知
ら
れ
る
。
『
日

野
輝
光
卿
記
』
に
は
、
当
時
の
禁
裏
・
仙
洞
・
公
家
と
の
間
の
典
籍
を
含
む
物
品
の

貸
借
の
記
録
が
克
明
に
記
さ
れ
て
お
り
、
日
野
家
と
内
裏
・
仙
洞
・
宮
家
及
び
他
の

堂
上
公
家
と
の
書
物
の
交
流
も
如
実
に
把
握
で
き
る
。
霊
元
院
の
仙
洞
御
所
へ
の
歌

書
の

献
上
・
書
写
に
関
わ
る
記
載
に
限
り
年
次
順
に
掲
げ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ね

　
　
自
二
仙
洞
三
一
部
抄
一
六
日
迄
二
書
写
可
二
献
上
一
候
由
也
、
奉
行
石
野
・
冷
泉
．

　
　
　
　
　
ま
だ
　

　
　
六
角
中
将
也
、
（
宝
永
三
年
〈
一
七
〇
六
〉
三
月
一
日
条
）

　
　
仙
洞
被
レ
遊
候
百
人
一
首
抄
聞
書
等
書
集
候
也
、
（
同
年
一
〇
月
二
五
日
条
）

仙
洞
ヨ
リ
新
撰
和
歌
集
有
候
哉
否
、
書
本
所
持
候
ハ
・
可
／
上
之
由
、
久
世

　　
　
　

三
位
奉
来
候
、
新
度
へ
申
来
聞
、
（
宝
永
六
年
〈
一
七
〇
九
〉
一
〇
月
三
日
条
）

　
　
　
　
　
　
　
　

飛
鳥
井
中
納
言
ヨ
リ
拾
遺
抄
　
仙
洞
御
用
、
先
年
借
候
様
二
覚
申
候
由
取
来
候
、

急
遣
候
、
（
同
年
一
〇
月
一
日
条
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　

自
二
御
所
一
拾
遺
愚
草
可
レ
進
由
也
、
四
冊
進
候
、
柳
原
よ
り
申
来
候
、
（
正
徳
四

年
〈
一
七
一
四
〉
七
月
六
日
条
）

法
皇
御
所
ヨ
リ
詠
寄
大
概
・
百
人
一
首
・
雨
中
吟
未
来
記
、
已
上
三
部
抄
全
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

書
写
事
、
被
二
仰
下
一
候
、
御
料
紙
来
、
井
御
色
紙
三
枚
、
奉
行
久
世
三
位
．
冷

　
　
ゑ
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　

泉
三
位
・
清
水
谷
中
将
・
風
早
中
将
之
由
、
（
同
年
九
月
一
七
日
条
）

法
皇
御
所
ヨ
リ
詠
寄
大
概
一
部
七
日
迄
二
書
付
献
申
由
、
奉
行
如
レ
例
〈
五
枚

詰
二
八
枚
／
詰
余
分
二
枚
〉
、
（
正
徳
五
年
〈
一
七
一
五
〉
三
月
二
日
条
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
皇
御
所
へ
詠
寄
大
概
書
付
献
上
候
、
押
小
路
三
品
請
取
候
、
可
レ
被
二
披
露
一

之
由
、
（
同
年
三
月
四
日
）

法
皇
御
所
ヨ
リ

太
神
宮
御
法
楽
千
首
此
度
新
写
被
二
仰
付
一
候
二
付
、
写
本
御
用
之
間
、
御
所
持

之
本
御
献
上
可
レ
有
云
々
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
ダ
せ
　

八
月
二
日
　
　
通
夏

　
　
　
　
　
　
　
ぷ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
実
零

　
　
　
　
　
　
　
　
ば
　
り

　
　
　
　
　
　
為
久
　
　
　
　
　
　
　
（
同
年
八
月
二
日
条
）

　
　
　
　
ロ
　
　

日
野
中
納
言
殿
　
法
皇
御
所
ヨ
リ

　
マ
マ
　

享
写
本
一
冊
献
上
了
、
返
状
三
人
連
状
遣
了

太
神
宮
法
楽
自
レ
春
至
二
秋
部
五
百
首
書
写
可
〃
被
二
献
上
一
候
、
被
二
上
置
一
候
本
、

則
進
入
候
、
不
〃
宜
処
ハ
相
改
候
、
此
本
ニ
テ
書
写
可
レ
有
候
ハ
・
、
委
細
堺
に

書
付
置
候
、
恐
慢
謹
言

八
月
四
日
　
（
以
下
、
奉
行
ノ
交
名
ハ
、
八
月
二
日
条
二
〈
清
水
谷
〉
雅
季
ガ
加
ワ
ル

以
外
同
様
ニ
テ
略
）

外
二
鳥
子
続
紙
巻
物
一
巻
堺
そ
へ
来
候
上
二
、
御
奉
行
之
間
、
其
心
得
ニ
テ
書
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写
可
レ
申
由
委
細
畏
入
之
由
、
御
返
上
申
入
候
　
（
同
年
八
月
四
日
条
）

　

こ
れ
ら
の
記
録
に
よ
り
、
当
時
霊
元
院
が
「
三
部
抄
」
「
百
人
一
首
抄
聞
書
」
「
新

撰
和
歌
集
」
「
拾
遺
抄
」
「
拾
遺
愚
草
（
四
冊
）
」
「
大
神
宮
御
法
楽
千
首
」
な
ど
の
歌

書
の
所
蔵
を
望
み
、
収
蔵
し
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
院
の
命
を
受
け

輝
光

と
の
間
を
取
り
次
ぐ
「
奉
行
」
は
、
上
冷
泉
為
久
・
飛
鳥
井
雅
香
・
清
水
谷
雅

季
・
押
小
路
実
零
・
風
早
公
長
・
久
世
通
夏
が
常
連
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
仙
洞
へ

の
歌
書
の
献
上
は
、
宝
永
六
年
二
七
〇
九
）
以
降
、
特
に
正
徳
四
年
二
七
一
四
）

頃
か
ら
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
宝
永
末
頃
、
霊
元
院
は
、
後
水
尾
院
編
『
類
題
和
歌

集
』
に
倣
い
、
同
集
に
も
れ
た
歌
題
や
和
歌
を
拾
遺
し
た
類
題
和
歌
集
の
編
纂
を
企

図
し
た
。
現
在
、
五
〇
本
強
の
伝
本
が
諸
所
に
蔵
さ
れ
る
『
新
類
題
和
歌
集
』
で
あ

る
。
こ
う
し
た
企
画
が
、
仙
洞
に
不
足
し
て
い
る
歌
集
や
詠
草
類
の
補
充
の
機
運
を

促

し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
『
新
類
題
和
歌
集
』
の
成
立
過
程
は
、
先
学
が

　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

指
摘
す
る
よ
う
に
、
烏
丸
光
栄
の
同
集
の
蹟
文
に
詳
し
く
、
ま
ず
こ
れ
を
掲
げ
る

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
本
〈
H
ー
六
〇
〇
ー
一
〇
ー
い
六
〉
に
拠
る
）
。

這
類
聚

は
類
題
和
歌
集
に
も
れ
た
る
題
、
歌
、
又
は
題
の
み
あ
り
て
歌
な
き
を
、

宝

永
の
末
、
正
徳
の
は
じ
め
、
霊
元
院
御
み
つ
か
ら
勘
あ
は
さ
れ
て
、
先
夏
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

百
首
ば
か
り
御
抜
書
あ
り
し
を
、
中
院
前
内
府
、
武
者
小
路
前
大
納
言
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
ハ

に
見
せ
さ
せ
ら
れ
て
、
連
々
勘
出
さ
る
べ
き
よ
し
定
ら
れ
し
後
、
公
福
卿
、
公

　
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
卿
、
光
栄
、
其
外
院
中
伺
候
公
卿
雲
客
、
此
道
に
よ
れ
る
輩
、
御
人
数
と
し

て

日
々
此
部
類
の
御
沙
汰
と
し
を
か
さ
ぬ
。
一
首
一
首
叡
覧
の
う
へ
定
ら
る
・

題

に
出
さ
る
題
も
、
歌
す
く
な
き
は
入
ら
る
。
六
首
あ
る
よ
り
は
入
ら
れ
ず
。

こ
れ
に
近
代
の
歌
な
き
は
近
代
歌
を
入
ら
る
。
こ
の
た
び
の
類
聚
も
、
題
ば
か

り
あ
る
は
歌
し
か
ら
ず
し
て
入
ら
れ
ね
ど
も
、
題
の
出
た
る
ゆ
へ
に
題
ば
か
り

を
入
れ
ら
れ
た
る
な
り
。
享
保
十
六
年
や
う
や
う
終
功
あ
り
て
、
同
十
七
年
清

書
の

案
さ
だ
め
ら
れ
る
べ
き
よ
し
定
ら
れ
し
春
の
末
よ
り
御
く
す
り
の
こ
と
に

て
、
八
月
に
御
事
あ
り
。
伊
勢
の
あ
ま
の
舟
流
し
た
る
年
も
く
れ
て
、
同
十
八

　
　
　
　
ほ
セ
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　

年
春
中
務
卿
宮
に
て
、
中
院
前
大
納
三
口
な
ど
に
迎
合
さ
れ
て
此
草
案
ど
も
の
宮

へ
わ
た
さ
れ
け
る
を
、
か
ね
て
も
く
は
し
く
う
け
た
ま
は
り
た
る
輩
に
清
書
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
　
　
　
　
　
　
　
ダ
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　

べ
き
よ
し
を
定
め
ら
る
。
為
久
卿
、
通
夏
卿
・
為
信
卿
・
実
琴
卿
・
公
野
卿
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

光
栄
六
人
也
。
各
清
書
せ
ら
れ
し
を
、
宮
よ
り
内
裏
え
ま
い
ら
せ
ら
れ
ぬ
。

は

た
と
せ
あ
ま
り
此
事
を
う
け
た
ま
は
り
、
此
度
も
清
書
せ
し
と
も
が
ら
な
れ

ば

と
、
宮
あ
は
れ
び
お
ぼ
せ
ら
れ
て
、
を
の
を
の
う
つ
し
を
は
り
ぬ
。
末
代
覚

悟
の

た
め
此
趣
を
書
し
る
す
。
永
孫
ま
こ
と
に
つ
・
し
み
あ
ふ
ぎ
て
み
だ
り
に

外
見
す
べ
か
ざ
る
も
の
な
り
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
『
新
類
題
和
歌
集
』
は
、
宝
永
末
年
か
ら
正
徳
初
め
に
か
け
て

霊
元
院
自
身
が
考
案
し
て
ま
ず
夏
部
三
百
首
ほ
ど
を
諸
歌
集
か
ら
抜
書
し
、
そ
れ
を

中
院
通
茂
や
武
者
小
路
実
陰
ら
に
見
せ
、
引
き
続
き
検
討
し
て
抜
書
す
る
よ
う
定
め

た
。
三
条
西
公
福
や
武
者
小
路
公
野
、
烏
丸
光
栄
そ
の
他
院
に
伺
候
す
る
公
卿
や
殿

上
人

で
、
歌
道
に
携
わ
る
人
々
が
日
々
、
歌
題
の
選
定
と
そ
れ
に
相
当
す
る
和
歌
の

諸
歌
集
か
ら
の
抜
書
を
行
っ
た
。
一
首
一
首
叡
覧
の
上
で
決
め
た
題
で
も
和
歌
が
少

な
い
題
は
入
れ
る
よ
う
に
し
た
。
そ
う
し
た
歌
題
の
選
定
と
和
歌
の
抜
書
の
作
業
は

享
保
一
六
年
二
七
三
こ
に
終
え
た
が
、
清
書
の
段
に
な
っ
て
霊
元
院
が
同
年
八

月
に
崩
御
、
そ
の
後
継
を
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
が
行
い
、
上
冷
泉
為
久
、
久
我
通
夏
、

藤
谷
為
信
、
押
小
路
実
琴
、
武
者
小
路
公
野
、
烏
丸
光
栄
の
六
人
が
清
書
し
て
職
仁

親
王
を
介
し
て
内
裏
に
献
上
さ
れ
た
、
と
あ
る
。
光
栄
践
は
、
『
新
類
題
和
歌
集
』

編
纂
の
発
起
か
ら
成
立
に
至
る
経
過
に
つ
い
て
、
簡
に
し
て
要
を
得
た
記
述
を
行
っ

て

い

る
が
、
実
は
こ
の
具
体
的
状
況
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
本
に
含

ま
れ
る
撰
集
資
料
や
『
光
栄
卿
記
』
等
の
日
記
に
よ
り
か
な
り
明
瞭
に
な
る
。
次
節

で

は
、
前
掲
『
新
類
題
和
歌
集
』
光
栄
祓
の
記
載
を
基
盤
と
し
て
、
同
集
の
編
纂
に

関
す
る
史
（
資
）
料
を
紹
介
・
解
読
し
つ
つ
、
享
保
期
の
霊
元
院
と
そ
の
周
辺
の
歌

書
の
書
写
活
動
を
見
て
い
こ
う
。
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③
享
保
期
の
『
新
類
題
和
歌
集
』
編
纂
と
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』

　
ま
ず
、
『
新
類
題
和
歌
集
』
の
編
纂
過
程
に
お
け
る
、
諸
歌
集
か
ら
の
和
歌
の
抜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

書
作
業
の
点
検
帳
簿
が
存
し
、
そ
れ
は
、
日
下
幸
男
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
高
松
宮
本

『
〔和
歌
題
類
聚
　
四
季
・
恋
・
雑
〕
』
八
冊
（
H
ー
六
〇
〇
ー
一
一
二
三
五
ー
ミ
四
一
」
一
）
．

②
高
松
宮
本
『
〔
和
歌
類
題
集
〕
』
一
四
冊
（
H
ー
六
〇
〇
ー
＝
九
三
⊥
ミ
三
）
、
③

高
松
宮
本
『
〔
和
歌
類
題
〕
』
　
一
冊
（
H
ー
六
〇
〇
ー
九
八
六
ー
サ
一
六
）
の
三
種
で
あ

る
。　

記
載
内
容
の
み
を
略
掲
す
る
と
、
①
『
〔
和
歌
題
類
聚
　
四
季
・
恋
・
雑
〕
』
は
第

一
冊

「春
」
（
外
題
、
以
下
同
様
）
・
第
二
冊
「
春
中
下
」
・
第
三
冊
「
夏
部
」
・
第
五

冊

「冬
部
」
の
四
冊
は
、
例
え
ば
、
第
一
冊
巻
頭
「
歳
内
立
春
」
題
の
本
文
に
、

一
歳
内
立
春

類
四

柏
一
　
為
上
一
現
三
花
下
一
紅
一

沙
上
一
／
沙
下
一

と
あ
る
よ
う
に
、
歌
題
の
下
部
（
右
傍
に
及
ぶ
ケ
ー
ス
も
あ
る
）
に
朱
書
で
歌
集
の
略
称

と
歌
数
を
記
す
の
み
で
あ
る
（
第
三
冊
「
夏
部
」
と
第
五
冊
「
冬
部
」
は
、
前
半
に
、

歌
題
の
右
傍
に
通
し
番
号
を
付
し
た
だ
け
の
箇
所
を
含
む
）
。
一
方
、
第
四
冊
「
夏
部
」

（外
題
、
以
下
同
様
）
、
第
六
冊
（
外
題
「
冬
上
」
）
、
第
七
冊
（
外
題
「
冬
下
」
）
の
三
冊

は
、
例
え
ば
、
第
四
冊
巻
頭
「
首
夏
藤
」
で
示
す
と
、

五
首
夏
藤

雪
＼
夏
に
そ
も
し
ゐ
て
　
後
柏
＼
独
さ
く
　
政
＼
春
の
花
の
　
卑
＼
咲

藤
の
　
法
印
＼
き
し
に
又
　
亜
塊
集
＼
夏
の
う
ち
に
　
柏
＼
浪
の
上
の

の

よ
う
に
、
歌
題
の
下
に
初
句
を
摘
記
し
、
右
肩
に
朱
の
合
点
と
出
典
の
歌
集
名
を

記
し
、
和
歌
本
文
の
引
用
に
及
ぶ
。
第
八
冊
（
外
題
「
追
加
く
四
季
／
恋
雑
ご
）
は
、

　
　
　
　
　
春

早
春
風
　
　
＼
点
一

〕立
春
朝
　
　
　
＼
親
一
　
＼
天
の
は
ら

と
あ
り
、
第
一
冊
「
春
」
以
下
四
冊
の
段
階
に
、
第
六
冊
「
冬
部
」
以
下
三
冊
に
見

え
る
初
句
の
摘
記
が
付
け
加
え
ら
れ
た
内
容
で
あ
る
。
出
典
の
歌
書
か
ら
の
抜
書
を

大
方
終
え
た
後
に
、
新
た
に
歌
書
を
書
写
し
得
る
な
ど
の
事
情
で
「
追
加
」
と
し
て

草
卒
に
抜
書
作
業
を
行
っ
た
痕
跡
を
示
し
て
い
よ
う
。
な
お
、
全
て
の
冊
に
細
字
で

記
さ
れ
る
歌
集
の
略
称
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
②

『
〔和
歌
類
題
集
〕
』
は
、
全
一
四
冊
の
内
、
第
一
冊
「
春
上
」
（
外
題
、
以
下
同

様
）
、
第
二
冊
「
春
中
下
」
、
第
四
冊
「
秋
上
」
、
第
五
冊
「
秋
上
」
、
第
七
冊
「
恋
上
」
、

第
九
冊
「
恋
下
」
、
第
二
冊
「
雑
上
」
、
第
二
二
冊
「
雑
下
」
は
、
①
『
〔
和
歌
題

類
聚
　
四
季
・
恋
・
雑
〕
』
第
七
冊
「
夏
部
」
等
と
同
様
に
、
歌
題
の
下
に
初
句
を

摘
記
す
る
。
そ
れ
以
外
の
冊
は
、
例
え
ば
、
第
五
冊
の
冒
頭
に
、

一
⊥立
春
　
雪
一
　
聴
一
　
言
二

と
あ
る
よ
う
に
、
歌
題
と
歌
集
の
略
号
を
墨
書
す
る
。
②
『
〔
和
歌
類
題
集
〕
』
は
、

装
訂
や
表
紙
の
色
は
全
冊
同
様
で
あ
る
が
、
前
掲
の
第
一
冊
・
第
二
冊
．
第
四
冊
．

第
五
冊
・
第
七
冊
・
第
九
冊
・
第
二
冊
・
第
一
三
冊
は
、
本
文
内
容
が
、
①
『
〔
和

歌
題
類
聚
　
四
季
・
恋
・
雑
〕
』
の
第
四
冊
・
第
七
冊
・
第
八
冊
と
相
互
補
完
す
る

関
係
に
あ
り
、
少
な
く
と
も
同
時
期
の
作
業
の
段
階
を
示
す
資
料
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

　
③
『
〔
歌
題
類
聚
〕
』
一
冊
は
、
冒
頭
を
例
示
す
る
と
、

歳
内
立
春
　
＼
柏
一
花
下
一
＼
竺
　
沙
上
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の

よ
う
に
簡
略
な
一
方
、
①
『
〔
和
歌
題
類
聚
四
季
・
恋
・
雑
〕
』
に
記
載
の
書
目

略
号

の
一
部
と
重
複
す
る
か
ら
、
①
『
〔
和
歌
題
類
聚
四
季
・
恋
・
雑
〕
』
の
前
段

階
の
作
業
状
況
を
記
し
た
資
料
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
三
書
に
前
掲
光
栄
駿
の
「
こ
の
た
び
の
類
聚
も
、
題
ば
か
り
あ
る
は
歌
し
か

ら
ず
し
て
入
ら
れ
ね
ど
も
、
題
の
出
た
る
ゆ
へ
に
題
ば
か
り
を
入
れ
ら
れ
た
る
な

り
」
の
件
り
を
も
勘
案
す
る
と
、
『
新
類
題
和
歌
集
』
の
編
纂
は
、
1
新
た
な
類
題

集
に
立
項
す
る
歌
題
の
選
定
↓
n
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
題
に
つ
い
て
ど
の
歌
集
に
合
致
し

た
詠
が
あ
る
か
を
摘
記
↓
皿
実
際
の
和
歌
を
歌
集
ご
と
に
選
定
し
て
初
句
や
二
句
の

み

を
記
載
、
の
過
程
で
継
続
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
作
業
を
出
典

の

歌
集
・
詠
草
や
歌
題
集
成
書
の
側
か
ら
点
検
し
た
帳
簿
が
高
松
宮
本
『
歌
書
目

録
／
年
号
月
日
』
（
外
題
〈
以
下
『
歌
書
目
録
』
と
略
称
〉
、
H
ー
六
〇
〇
1
九
九
〇
i
ウ

八

六
）
で
あ
る
（
表
紙
の
影
印
は
【
図
1
】
に
掲
載
）
。
未
紹
介
の
資
料
で
あ
る
上
、

書

中
に
年
次
が
明
記
さ
れ
る
享
保
三
年
二
七
一
八
）
・
同
四
年
頃
の
仙
洞
に
お
け

る
歌
書
の
収
蔵
状
況
を
窺
知
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
た
め
、
や
や
子
細
に
考
究

す
る
。
ま
ず
書
誌
を
掲
げ
る
。

　
　
縦
二
七
・
二
×
横
一
八
・
九
糎
。
紙
繕
に
よ
る
仮
綴
の
一
冊
本
。
鳥
の
子
の
灰

　
　
白
色
無
地
の
表
紙
左
上
に
直
書
（
墨
筆
）
で
外
題
「
歌
書
目
録
／
年
号
月
日
」
。

　
　
見
返

し
に
記
載
等
な
し
。
内
題
な
し
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
墨
付
二
四
丁
。
遊

　
　
紙
な
し
。
一
面
一
九
行
～
二
〇
行
書
。
奥
書
・
識
語
等
な
し
。
印
記
な
し
。
享

　
　
保
五
年
二
七
二
〇
）
の
書
写
か
。

　
本
文
は
、
ま
ず
冒
頭
部
に
よ
り
本
書
の
構
成
を
掲
出
す
る
と
（
影
印
は
【
図
2
】

に
掲
載
）
、

　
　
　
　
　
　

春
部

　
　
　
　
　
　
八
月
十
三
日

　お
　柏

柏
玉
集
　
＋
月
三
日

　お
　

柏
同

八
月
十
六
日

十
月
四
日

秋
部

享
保
三
年
三
月
八
日

九

月
四
日
■
■

　
　
　
ニ
ナ
ら
ゴ

九

月
■
日
■
■
■

二
月
十
一
日

九

月
十
二
日

享恋
遼

二部
年
五
月

世

日

雑

部

享
保
四
年
四
月
二
日

享
保
四
年
四
月
十
日

享
保
四
年
八
月
廿
七
日

同
年
十
月
十
八
日

　
　
　
十
九
日

の

よ
う
に
、
朱
書
に
よ
る
書
目
の
略
称
及
び
書
目
が
続
き
、
「
春
部
」
「
秋
部
」
「
恋

部
」
「
雑
部
」
の
四
項
に
（
年
）
月
日
が
二
字
分
か
ち
書
き
の
細
字
で
記
さ
れ
る
。
「
柏

玉
集
」
以
下
の
書
目
は
、
同
一
歌
書
を
表
す
「
同
」
を
除
く
と
、
三
四
二
種
で
あ
る
。

㌧＿ム，．ふsぽ．＿・．＿↓＿

図1　高松宮本「歌集目録』表紙
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図2　高松宮本『歌集目録』　1丁表
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前
述
し
た
と
お
り
、
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
は
、
実
質
は
『
新
類
題
和
歌
集
』
編

纂
の
た
め
の
歌
集
抜
書
作
業
の
点
検
帳
簿
で
あ
り
、
『
新
類
題
和
歌
集
』
の
編
纂
過

程

を
明
ら
か
に
す
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
歌
書
名
が
明
確
に
記
載
さ
れ
て

い

て
、
霊
元
院
仙
洞
に
お
け
る
享
保
三
年
か
ら
享
保
四
年
頃
の
歌
書
の
蔵
書
状
況
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

伝
え
る
か
ら
、
所
収
書
目
を
現
存
伝
本
と
同
定
し
、
か
つ
元
禄
末
頃
成
立
と
さ
れ
る

東
山
御
文
庫
本
『
歌
書
目
録
』
（
勅
封
一
〇
二
⊥
二
⊥
ご
八
）
と
比
較
検
討
す
る
こ
と

に

よ
り
、
個
別
の
歌
書
の
書
写
年
次
を
確
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

東
山
御
文
庫
本
『
歌
書
目
録
』
に
見
え
、
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
に
見
え
る
書
は
、

元
禄
末
頃
ま
で
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
逆
に
、
東
山
御
文
庫
本
『
歌
書
目

録
』
に
見
え
ず
、
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
に
見
え
る
書
は
、
正
徳
・
宝
永
年
間
か

ら
享
保
四
年
頃
ま
で
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
な
お
、
高
松
宮
本
『
歌

書

目
録
』
記
載
の
（
年
）
月
日
の
最
終
は
、
［
享
保
五
年
〈
一
七
二
〇
〉
］
四
月
三
日
で
あ

る
）
。
そ
う
し
た
所
収
書
目
以
下
の
デ
ー
タ
ー
を
一
覧
に
ま
と
め
た
の
が
、
巻
末
に

付
載
し
た
【
表
2
】
で
あ
る
。

　
一
部
に
書
名
が
抽
象
的
な
た
め
同
定
が
困
難
な
書
目
が
あ
り
、
ま
た
、
散
侠
書
は
、

私
撰
集
で
は
「
石
間
集
」
、
私
家
集
で
は
「
侍
従
大
納
言
集
」
「
宗
尊
親
王
御
詠
」
、

歌
題
集
成
書
で
は
「
和
歌
明
題
抄
」
「
神
中
明
題
抄
」
が
存
す
る
。
だ
が
、
殆
ど
の

書
目
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
本
と
書
陵
部
御
所
本
と
に
伝
存
が
確
認
で

き
る
。
い
ず
れ
か
に
孤
本
と
し
て
伝
存
す
る
事
例
も
少
な
く
な
く
（
【
表
2
】
で
は
「
高

松
宮
」
「
書
陵
部
」
項
に
「
◎
」
で
表
示
）
、
霊
元
院
所
蔵
の
歌
書
が
有
栖
川
宮
職
仁
親

王

に
遺
物
分
配
さ
れ
た
様
相
が
つ
ぶ
さ
に
窺
え
る
。
ま
た
、
両
所
に
伝
存
が
確
認
で

き
る
の
は
（
【
表
2
】
で
は
同
項
に
「
●
」
で
表
示
）
、
多
く
の
場
合
、
霊
元
院
が
作
成

し
て
い
た
副
本
の
一
本
が
有
栖
川
宮
家
の
所
蔵
に
帰
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
来
、
原

本
の
装

訂
・
書
風
・
紙
質
な
ど
か
ら
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
本
と
書
陵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

部
御
所
本
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
元
来
は
霊
元
院
の
禁
裏
・
仙
洞
に

お

い
て

書
写
さ
れ
た
典
籍
で
あ
る
こ
と
は
、
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
所
載
の
書
目

と
の
同
定
作
業
か
ら
な
お
一
層
明
確
と
な
り
、
さ
ら
に
霊
元
院
没
後
に
職
仁
親
王
へ

遺
物
と
し
て
拝
領
・
分
配
さ
れ
た
書
も
特
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
従
来
は
書

陵
部
御
所
本
の
み
伝
存
が
知
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
の

公

開
に
よ
り
、
そ
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
家
集
の
書
名
も
見
え

（
【表
2
】
で
は
「
備
考
②
」
項
に
（
冷
泉
家
）
と
明
記
）
、
そ
の
中
に
は
、
前
掲
『
中
院

通
茂
日
記
』
貞
享
二
年
二
六
八
五
）
四
月
一
六
日
か
ら
五
月
二
六
日
条
に
書
名
が

見
え
る
「
範
永
朝
臣
集
」
二
表
2
】
通
し
番
号
五
一
、
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
で
は

「範
永
集
」
と
記
載
）
、
「
源
大
府
卿
集
」
（
同
通
し
番
号
七
〇
、
同
『
歌
書
目
録
』
で
は
「
源

大
府
卿
集
　
行
宗
卿
」
と
記
載
）
、
「
左
京
大
夫
集
」
（
同
通
し
番
号
七
九
）
、
「
時
朝
集
」

（同
通
し
番
号
二
一
六
、
同
『
歌
書
目
録
』
で
は
「
前
長
門
守
時
朝
入
道
田
舎
打
聞
集
」
と

記

載
）
も
存
し
、
貞
享
頃
ま
で
に
書
写
さ
れ
た
歌
集
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
。
一
方
、

前
掲
『
日
野
輝
光
卿
記
』
に
記
さ
れ
る
、
日
野
輝
光
が
霊
元
院
の
仙
洞
御
所
に
献
上

し
た
「
拾
遺
愚
草
」
「
四
冊
」
（
「
拾
遺
愚
草
員
外
」
も
含
む
書
陵
部
御
所
本
〈
一
五
一
ー

四

二

〇
〉
と
同
定
さ
れ
る
）
は
、
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
所
載
の
書
目
に
該
当
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

る
が
、
所
収
書
目
に
記
さ
れ
る
年
次
か
ら
、
元
禄
末
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
東
山
御
文

庫
本
『
歌
書
目
録
』
（
勅
封
一
〇
二
　
三
ー
三
八
）
に
記
載
が
な
い
の
は
、
元
禄
以
後

の
正
徳
四

年
二
七
↓
四
）
に
仙
洞
御
所
で
書
写
さ
れ
た
歌
書
で
あ
る
か
ら
、
当
然

で

あ
る
。
な
お
、
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
記
載
の
私
家
集
や
詠
草
の
本
文
に
当
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

る
と
、
藍
色
の
菱
形
の
不
審
紙
が
歌
頭
に
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
不
審
紙
が
存
す

る
詠
は
、
管
見
の
限
り
で
は
全
て
『
新
類
題
和
歌
集
』
に
入
集
し
て
い
る
上
、
同
様

な
不
審
紙
は
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
に
も
一
部
見
え
る
か
ら
（
【
図
3
】
に
該
当
箇

所
の
影
印
掲
載
）
、
歌
題
に
適
っ
た
詠
を
抜
書
す
る
際
に
付
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
の
明
確
な
年
次
記
載
は
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
三

月
四
日
か
ら
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
四
月
一
〇
日
ま
で
で
あ
る
。
た
だ
、
「
春
部
」

の

冒
頭
「
八
月
一
三
日
」
は
享
保
二
年
二
七
一
七
）
と
推
測
で
き
、
す
る
と
、
享

保
二
年
八
月
一
三
日
以
降
の
抜
書
作
業
を
記
し
た
帳
簿
と
な
る
。
「
春
部
」
「
秋
部
」

「恋
部
」
「
雑
部
」
が
編
纂
途
上
の
類
題
和
歌
集
の
部
立
を
表
し
て
お
り
、
「
夏
部
」
「
冬
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部
」
は
前
掲
①
『
〔
和
歌
題
類
聚
　
四
季
・
恋
・
雑
〕
』
に
よ
る
と
、
作
業
工
程
が
初

句
の
抜
書
ま
で
進
ん
で
い
た
た
め
、
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
は
、
①
『
〔
和
歌
題
類
聚
四
季
・
恋
・
雑
〕
』
で
、
未
だ

歌
集
と
部
立
の
略
称
を
摘
記
す
る
に
留
ま
っ
て
い
た
「
春
部
」
「
秋
部
」
「
冬
部
」
「
恋

部
」
に
当
た
る
詠
を
諸
歌
書
か
ら
抜
書
し
た
年
次
を
記
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

の
証
左

は
、
ま
ず
、
『
光
栄
卿
記
』
享
保
三
年
三
月
］
二
日
条
に
、

依
類
題
御
抜
書
御
用
一
参
院
、

気
色
一
退
出
、

従
二
未
半
刻
一
至
二
亥
刻
一
無
二
寸
隙
一
勤
レ
之
、
有
二

と
あ
り
、
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
に
は
、

嚢

季
経
入
道
集
詩
甜
日
晶
崖
囲
賭
甜
日
翻
＋
八
日

（中
略
、
次
ノ
「
覚
綱
集
」
以
下
二
九
項
目
二
傍
線
部
「
三
月
十
二
日
」
ノ
記
載
ア
リ
）

概
柳
風

和
歌
集
品
輔
日
口
聾
酬
舗
廿
．
、
日
翻
廿
日

と
見
え
、
前
掲
「
柏
玉
集
」
項
の
「
享
保
三
年
三
月
八
日
」
の
位
置
に
あ
る
記
載
で

あ
る
か
ら
、
「
上
」
「
下
」
や
「
同
」
の
記
載
を
含
め
、
二
六
書
目
三
一
冊
（
【
表
二

通

し
番
号
〈
以
下
同
様
〉
一
二
五
か
ら
一
五
一
）
の
歌
集
の
秋
部
か
ら
の
抜
書
を
行
っ

て

い

た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
享
保
三
年
三
月
一
五
日
条
に
、

依
・
類
題
抜
書
御
用
一
参
院
、
従
二
未
半
刻
一
至
二
戌
刻
一
勤
レ
之
、
賜
二
御
暇
一
退
出
、

と
あ
る
が
、
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
に
は
、

泰

称
名
院
詠
　
露
聞
八
日
仁
朋
肝
舗
舗
仁
四
日
鰍
醐
廿
四
日

　
（
中
略
、
次
ノ
「
覚
綱
集
」
以
下
六
項
目
二
傍
線
部
「
三
月
十
五
日
」
ノ
記
載
ア
リ
）

治
喜
三
光
院
内
府
詠
毅
五
日
㌔
＋
五
日
賑
籍
日
翻
廿
四
日

と
見
え
、
八
書
目
八
冊
（
【
表
2
】
一
九
五
か
ら
二
〇
二
）
の
抜
書
を
行
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
以
下
、
前
掲
「
同
（
稿
者
注
、
「
柏
玉
集
」
）
」
項
の
「
享
保
四
年
四
月
二
日
」

の

位
置
同
様
に
享
保
四
年
二
七
一
九
）
に
つ
い
て
『
光
栄
卿
記
』
と
高
松
宮
本
『
歌

書
目
録
』
と
を
照
合
し
て
い
く
と
、
『
光
栄
卿
記
』
に
、

有
〃
召
間
、
未
剋
参
院
、
歌
書
御
抜
書
御
用
也
、
従
二
黄
昏
一
召
二
御
前
一
被
レ
置
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ゑ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　

御
枕
一
、
為
信
卿
・
長
義
卿
・
公
長
卿
・
余
等
候
、
御
枕
前
抜
書
歌
五
文
字
、

今
夜
百
六
七
十
首
計
也
、
龍
顔
其
問
題
尺
恐
催
有
〃
余
、
首
尾
事
了
亥
剋
退
出
、

（五
月
五
日
条
）

参
院
、
勤
二
類
題
抜
書
義
一
、
入
／
夜
退
出
、
（
一
〇
月
五
日
条
）

と
あ
る
が
、
前
者
の
五
月
五
日
の
記
載
は
、
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
で
は
、

擬
摘
題

和
歌
集
　
講
評
晶
諮
猷
朋
酷
日
九
月
＋
。
、
日

　
　
（
中
略
、
次
ノ
「
右
京
集
」
以
下
三
七
項
目
二
傍
線
部
「
五
月
五
日
」
ノ
記
載
ア
リ
ニ

　
　
部

「無
寄
」
ト
ス
ル
〉
）

塞
従
三

位
為
理
禦
性
弔
盟
日
晶
結
琳
服
日
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と
あ
り
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
五
月
五
日
に
光
栄
ら
は
『
摘
題
和
歌
集
』
か
ら

『従
三
位
為
理
家
集
』
の
三
四
書
目
三
九
冊
（
【
表
2
】
一
〇
七
か
ら
一
四
〇
）
の
い
ず

れ
か
の
歌
書
の
恋
部
の
抜
書
を
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
後
者
の
一
〇

月
五
日
条
に
つ
い
て
は
、
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
で
は
、

ハポ
ば堀

　
堀
河
百
首
　
第
二
度

八
月
十
九
日

十
月
五
日

二
月
廿
三
日
　
六
月
五
日
　
八
月
廿
四
日

四
月
一
九
日

（中
略
、
次
の
「
難
題
百
首
」
以
下
三
項
目
二
傍
線
部
「
十
月
五
日
」
ノ
記
載
ア
リ
）

依
二
類
題
御
抜
書
御
用
…
参
院
、
事
了
退
出
、
（
八
月
二
一
二
日
条
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ぽ
　
　
　
　
　
ゑ
　
　

依
／
召
参
院
、
有
二
類
題
御
抜
書
一
、
対
長
義
・
為
信
等
卿
、
終
日
勤
レ
之
、
入
夜

　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
琴
卿
参
二
宿
直
・
、
相
替
退
出
、
余
参
勤
悦
思
食
由
以
二
常
憲
一
被
二
仰
出
一
、

（九
月
一
四
日
条
）

　　
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
久
卿
・
惟
永
卿
・
余
三
人
候
、
御
枕
前
御
抜
書
、
柏
玉
御
集
春
部
了
、
（
九

月
二
二
日
条
）

依
レ
召
参
院
、
勤
二
類
題
御
抜
書
義
｝
、
暮
昏
賜
レ
暇
、
依
二
余
病
後
一
御
宥
免
云
々
、

三

〇
月
二
四
日
条
）

　ボ
　千

　
千
首
部
類

八
月
廿
八
日
　
　
二
月
廿
四
日
　
六
月
五
日

十
一
月
十
九
日
　
十
月
五
日
　
鶉
迄
　
四
月
廿
日
半
分

　
　
　
　
　
八
日
月
ノ
分
口
口
　
四
月
廿
一
日
霧
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
廿
二
日

と
一
致
す
る
年
次
が
見
え
、
こ
の
日
光
栄
ら
は
「
堀
河
百
首
第
二
度
」
か
ら
「
千
首

部
類
」
ま
で
の
五
書
目
五
冊
（
【
表
2
】
二
一
か
ら
二
五
）
の
内
い
ず
れ
か
の
春
部
と

秋
部
の
抜
書
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
い
ず
れ
の
書
目
の
行
頭
に
存
す
る
朱

書
の
歌
書
の

略
称
は
、
前
掲
①
高
松
宮
本
『
〔
和
歌
題
類
聚
　
四
季
・
恋
・
雑
〕
』
、

②
高
松
宮
本
『
〔
和
歌
類
題
集
〕
』
、
③
高
松
宮
本
『
〔
和
歌
類
題
〕
』
に
直
接
に
連
関

す
る
略
称
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
の
「
追
加
」
（
【
図
3
】

に
影
印
掲
載
）
以
降
の
書
目
の
略
称
を
、
①
高
松
宮
本
『
〔
和
歌
題
類
聚
　
四
季
・

恋
・
雑
〕
』
の
第
八
冊
「
追
加
」
（
外
題
）
の
略
称
は
ほ
ぼ
網
羅
し
て
お
り
、
両
者
の

連
関
は
確
固
で
あ
る
。

　
光
栄
以
外
に
実
際
に
抜
書
作
業
を
行
っ
て
い
る
交
名
は
、
五
月
五
日
条
の
「
為
信

卿
・
長
義
卿
・
公
長
卿
…
」
の
記
述
に
よ
り
、
藤
谷
為
信
・
桑
原
長
義
・
風
早
公
長

で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
『
光
栄
卿
記
』
に
は
、
享
保
二
年
二
七
一

七
）
に
、

と
類
題
集
編
纂
の
た
め
の
「
抜
書
」
の
御
用
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
注
意
し
た

い
の

は
、
享
保
二
年
九
月
二
二
日
条
の
「
御
抜
書
柏
玉
御
集
春
部
了
」
の
記
載
で
あ

る
。
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
の
方
に
は
「
享
保
二
年
」
と
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

日
次
も
合
致
し
な
い
が
、
「
柏
玉
御
集
春
部
」
と
あ
る
か
ら
、
前
掲
「
柏
玉
集
」
「
同

（私
注
、
「
柏
玉
集
」
）
」
項
の
そ
れ
ぞ
れ
「
八
月
十
三
日
」
「
八
月
十
六
日
」
の
位
置
に

あ
る
月
日
の
記
載
は
享
保
二
年
で
あ
り
、
同
年
に
は
春
部
の
抜
書
を
行
っ
て
い
た
の

で

あ
る
。
す
る
と
、
享
保
二
年
八
月
二
三
日
は
「
後
鳥
羽
院
御
集
」
か
ら
「
明
日
香

井
集
〈
上
、
下
〉
」
ま
で
の
六
書
目
九
冊
（
【
表
2
】
三
四
か
ら
三
九
）
、
同
九
月
一
四

日
は
、
「
明
題
部
類
抄
上
」
か
ら
「
和
歌
明
題
抄
」
ま
で
の
四
書
目
四
冊
（
【
表
2
】

「
三
毛
か
ら
二
四
〇
）
、
同
一
〇
月
二
四
日
は
「
光
台
院
五
十
首
」
か
ら
「
同
（
同
〈
有

房
〉
中
将
集
）
」
ま
で
の
］
七
書
目
二
三
冊
二
表
2
】
四
〇
か
ら
五
五
）
の
、
い
ず
れ

も
春
部
の
抜
書
を
行
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
作
業
に
は
、
前
述
の

菅
原
長
義
・
藤
谷
為
信
に
加
え
、
押
小
路
実
零
と
竹
内
惟
永
も
加
わ
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
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図3　高松宮本『歌集目録』18丁裏～19丁表

④
霊
元
院
の
歌
書
収
集
と
『
新
類
題
和
歌
集
」
の
編
集
過
程

　
さ
て
、
霊
元
院
は
同
時
期
、
新
た
な
類
題
集
編
纂
の
た
め
の
歌
題
の
選
定
及
び
各

歌
題

に
対
応
す
る
和
歌
の
抜
書
と
並
行
し
て
、
撰
歌
資
料
と
し
て
の
歌
集
の
獲
得
に

努
め

て

い

た
。
『
光
栄
卿
記
』
正
徳
六
年
（
一
七
一
八
）
九
月
一
九
日
条
に
は
、

　
　

晩
来
参
院
、
窺
御
法
楽
詠
草
〈
去
五
六
七
月
両
社
御
法
／
楽
依
廿
一
日
廿
二

　
　
日
被
一
読
上
一
也
〉
、
即
賜
二
御
点
、
且
以
二
冷
泉
中
納
言
〈
為
綱
／
卿
〉
　
被

　
　
仰
出
一
、
今
夏
類
題
被
編
改
一
者
、
依
二
題
前
後
又
題
無
レ
歌
分
未
レ
有
レ
之
、

　
　
　
○
現
存
六
帖
　
百
類
半
　
　
　
樹
下
集
　
○
雲
葉

　
　
　
明
玉
集
　
　
　
撰
玉
集
　
　
　
新
玉
集
　
　
拾
葉
集

　
　
　
言
葉
集
　
　
　
和
漢
兼
作
集
　
三
百
六
十
首
〈
建
保
五
年
九
月
廿
五
日
／
権

　
　
　
少
僧
都
玄
覚
会
〉

　
　
　
為
氏
家
集
　
　
為
世
家
集
　
　
有
家
集
　
知
家
集

　
　
　
光
俊
集
　
　
　
浄
弁
集
　
　
　
○
慶
運
集

　
　
　
公
宴
和
歌
並
私
会
歌
　
文
明
　
長
享
　
延
徳
　
明
応

　
　
　
文
亀
　
永
正
　
大
永
　
享
禄
　
天
文

　
　
右
之
分
御
文
庫
無
レ
之
、
猶
所
持
者
可
レ
献
レ
之
、
若
難
／
非
公
家
等
輩
・
於
二
所

　
　
持
方
一
者
以
私
旨
一
可
写
上
一
、
有
二
圏
点
・
分
者
従
レ
外
献
上
了
云
々
、

と
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
歌
集
が
仙
洞
に
不
足
し
て
い
て
、
霊
元
院
が
収
蔵
を
望
ん
で

い

た
か
が
分
か
る
。

　

こ
の
内
「
現
存
六
帖
」
「
（
類
聚
和
歌
）
百
類
半
」
「
雲
葉
（
集
）
」
「
為
氏
家
集
」
「
三

百
⊥
ハ
十
首
〈
建
保
五
年
九
月
廿
五
日
／
権
少
僧
都
玄
覚
会
〉
」
「
公
宴
和
歌
」
を
、
以

後
享
保
四
年
二
七
一
九
）
ま
で
に
入
手
・
書
写
し
得
た
こ
と
は
、
高
松
宮
本
『
歌

書
目
録
』
及
び
①
『
〔
和
歌
題
類
聚
　
四
季
・
恋
・
雑
〕
』
（
コ
ニ
百
六
＋
首
和
歌
（
割

注
省
略
）
」
は
①
『
〔
和
歌
題
類
聚
　
四
季
・
恋
・
雑
〕
』
の
み
に
見
え
る
）
か
ら
知
ら
れ
、

『新
類
題
和
歌
集
』
の
撰
歌
資
料
に
使
用
し
て
い
る
。
逆
に
、
現
在
、
散
侠
書
と
さ

れ

る
私
撰
集
の
「
明
玉
集
」
「
撰
玉
集
」
「
新
玉
集
」
「
拾
葉
集
」
、
個
人
家
集
が
伝
わ

ら
な
い
「
有
家
集
」
「
知
家
集
」
「
光
俊
集
」
な
ど
は
結
局
収
書
し
得
な
か
っ
た
。
こ

う
し
た
享
保
年
間
に
至
っ
て
の
歌
書
の
蔵
書
の
拡
充
は
、
例
え
ば
、
「
公
宴
和
歌
並

私
会
歌
　
文
明
　
長
享
　
延
徳
　
明
応
　
文
亀
　
永
正
　
大
永
　
享
禄
　
天
文
」
と

あ
る
「
公
宴
和
歌
」
は
、
次
第
に
集
成
・
整
理
さ
れ
、
高
松
宮
本
「
歌
書
目
録
』
に
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「
公
宴
続
寄
」
と
見
え
る
享
保
四
年
ま
で
に
は
現
存
の
書
陵
部
蔵
『
公
宴
続
歌
』
二

　
　
　
　
（
2
0
）

五
三

ー
二
〇
八
）
が
成
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
、
『
新
類
題
和
歌
集
』

編
纂
の
た
め
の
歌
書
の
抜
書
作
業
が
始
ま
っ
た
享
保
年
間
以
降
も
、
霊
元
院
が
原
典

の

探
求
と
整
理
を
行
っ
て
い
た
事
実
を
傍
証
す
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
『
公
宴

続
歌
』
の
生
成
過
程
を
追
究
し
て
み
た
い
。

　
所
収
書
目
の
内
容
か
ら
年
次
的
に
東
山
御
文
庫
本
『
歌
書
目
録
』
と
高
松
宮
本
『
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

書
目
録
』
と
の
間
に
位
置
す
る
と
思
わ
れ
る
東
山
御
文
庫
蔵
『
歌
道
目
録
』
（
内
題

「歌
書
御
目
録
」
、
勅
封
六
九
ー
一
ー
八
）
に
は
、

公
宴
和
歌
　
〈
文
明
　
永
正
／
大
永
　
天
文
〉
　
箱
入
　
十
三
冊

と
あ
る
。
そ
れ
が
、
お
よ
そ
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
頃
の
霊
元
院
仙
洞
所
蔵
の
歌

書

を
窺
わ
せ
る
（
理
由
は
後
述
）
東
山
御
文
庫
蔵
・
霊
元
院
辰
筆
『
仙
洞
新
写
歌
書

御
目
録
御
土
代
』
（
外
題
「
新
写
歌
書
目
六
」
勅
封
六
九
ー
六
ー
二
）
に
は
、
冒
頭
に
貼

紙

に
よ
る
、
「
公
宴
続
歌
」
の
所
収
内
容
に
関
す
る
長
文
の
記
載
が
存
す
る
。
以
下

に
引
用
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　

　
　
　
　
公
宴
続
寄
　
文
安
三
　
同
五
〈
宝
徳
／
二
〉
　
宝
徳
四
　
文
安
六
　
寛
正

　
　
　
三
　
長
享
二
　
延
徳
元
　
明
応
元
　
同
七
　
文
亀
二
　
大
永
元
　
同
二
　
同

　
　
　
六
　
同
七
　
享
禄
二
　
天
文
十
四
　
〈
已
上
〉

　
　
　
▲
永
享
十
一
・
同
十
二
▲
寛
正
四
▲
年
次
不
知
〈
宝
徳
／
享
徳
之
間
〉
▲
文

　
　
　
明
九
・
同
十
二
▲
同
十
三
・
同
十
四
▲
同
十
六
・
同
十
▲
文
亀
三
▲
同
四

　
　
　
〈
永
正
／
元
〉
▲
永
正
二
▲
同
三
▲
同
五
▲
同
六
▲
永
正
七
▲
同
八
▲
同
九

　
　
　
▲
同
十
▲
同
十
一
▲
同
十
二
▲
同
十
三
▲
同
十
五
▲
同
十
六
▲
同
十
七
▲
同

　
　
　
十
八
〈
大
永
／
元
〉
▲
大
永
二
▲
同
十
▲
同
十
五
▲
享
禄
三
▲
同
四
▲
天
文

　
　
　
三
▲
同
八
▲
同
十
▲
天
正
十
一
▲
天
正
十
八
▲
慶
長
五
▲
同
六
▲
同
九
・
同

　
　
　
十
四
▲
同
十
・
▲
天
正
十
八
▲
慶
長
五
▲
同
六
▲
同
九
・
同
十
四
▲
同
十
・

　
　
　
慶
長
十
七
▲
天
文
元
▲
同
廿
四

ま
ず
、
冊
数
が
前
半
の
「
公
宴
続
寄
」
に
続
く
二
字
下
が
り
の
計
一
六
冊
と
後
半
の

計
三
〇

冊

（合
計
四

十
六
冊
）
で
は
現
存
本
の
二
九
冊
と
整
合
し
な
い
。
そ
こ
で
、

書
陵
部
本
『
公
宴
続
寄
』
全
二
九
冊
の
外
題
を
掲
げ
て
み
る
。

第
一
冊
「
公
宴
続
寄
〈
永
享
十
一
　
同
十
二
〉
」
、
第
二
冊
「
公
宴
続
寄
〈
文
安

五
　
宝
徳
六
〉
」
、
第
三
冊
「
公
宴
続
寄
〈
宝
徳
二
〉
」
、
第
四
冊
「
公
宴
続
寄
〈
宝

徳
四

　
享
徳
元
〉
、
第
五
冊
「
公
宴
続
寄
く
永
享
年
期
不
知
／
宝
徳
享
徳
之
間

欺
」
、
第
六
冊
「
公
宴
続
寄
〈
寛
正
三
　
同
四
〉
」
、
第
七
冊
「
公
宴
続
寄
〈
文

明
九
　
同
十
二
　
同
十
三
／
同
十
四
　
同
十
六
　
同
十
七
同
十
八
〉
」
、
第
八
冊

「公
宴
続
寄
〈
長
享
三
　
延
徳
元
　
明
応
元
　
同
七
〉
、
第
九
冊
「
「
公
宴
続
寄

〈文
亀
二
　
同
三
／
同
四
〉
、
第
一
〇
冊
「
公
宴
続
寄
〈
永
正
二
　
同
三
〉
、
第

一
一
冊

「公
宴
続
寄
〈
永
正
五
　
同
六
〉
」
、
第
一
二
冊
「
公
宴
続
寄
〈
永
正
七

　
同
八
〉
、
第
一
三
冊
「
公
宴
続
寄
〈
永
正
九
　
同
十
〉
、
第
一
四
冊
「
公
宴
続

寄
〈
永
正
十
一
　
同
十
二
〉
、
第
一
五
冊
「
公
宴
続
寄
〈
永
正
十
五
　
同
十
五
〉
」
、

第
一
六
冊
「
公
宴
続
寄
〈
永
正
十
六
〉
」
、
第
一
七
冊
「
公
宴
続
寄
〈
永
正
十
七
〉
、

第
一
七
冊
「
公
宴
続
寄
〈
永
正
十
七
〉
」
、
第
一
八
冊
「
公
宴
続
寄
〈
永
正
一
八
〉
」
、

第
一
九
冊
「
公
宴
続
寄
〈
大
永
元
年
　
同
二
／
同
六
　
同
七
〉
」
、
第
二
〇
冊
「
公

宴
続
寄
〈
大
永
八
〉
」
、
第
一
二
冊
「
公
宴
続
寄
〈
享
禄
元
　
同
三
〉
、
第
二
二

冊

「
公
宴
続
寄
〈
享
禄
四
〉
」
、
第
三
三
冊
「
公
宴
続
寄
〈
天
文
元
　
同
三
〉
」
、

第
二
四
冊
「
公
宴
続
寄
〈
天
文
八
　
同
十
、
／
同
廿
四
〉
、
第
二
五
冊
「
公
宴

続
寄
〈
天
正
十
一
　
同
十
八
〉
」
、
第
二
六
冊
「
公
宴
続
寄
〈
慶
長
五
〉
、
第
二

六
冊

「
公
宴
続
寄
〈
慶
長
五
〉
」
、
第
二
七
冊
「
公
宴
続
寄
〈
慶
長
六
〉
」
、
第
二

八
冊

「
公
宴
続
寄
〈
慶
長
九
　
同
十
　
同
十
二
／
同
十
三
　
同
十
四
〉
、
第
二

九
冊

「公
宴
続
寄
〈
天
正
十
一
　
同
十
八
〉
」
。

『仙
洞
新
写
歌
書
目
録
御
土
代
』
所
載
の
「
公
宴
続
寄
」
貼
紙
記
載
の
書
目
か
ら
現

存
本

『公
宴
続
寄
』
二
九
冊
の
流
れ
で
は
、
年
次
に
ほ
ぼ
過
不
足
が
な
い
上
、
例
え
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ば
、
前
半
の
二
字
下
が
り
の
一
六
冊
と
後
半
の
三
〇
冊
の
両
方
で
同
じ
年
次
の
詠
が

双
方
に
ま
た
が
っ
て
い
る
箇
所
を
、
年
次
順
に
ま
と
め
て
整
理
し
よ
う
と
す
る
志
向

が
見
て

取
れ

る
。
前
掲
の
貼
紙
記
載
の
書
目
が
、
現
存
の
『
公
宴
続
寄
』
編
纂
の
前

段
階
の
状
態
を
示
す
と
す
る
と
、
ま
ず
、
不
足
し
て
い
る
年
次
ご
と
に
歌
会
詠
を
集

め
、
お
お
よ
そ
の
冊
子
本
と
し
、
次
に
そ
れ
を
合
綴
・
合
写
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が

想
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
『
公
宴
続
寄
』
も
享
保
四
年
二
七
一
九
）
以
前
の
数
年
の
内
に
撰

歌
素
材
を
収
集
・
編
纂
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
霊
元
院
監
督
下
の
『
新
類
題

和
歌
集
』
の
編
集
の
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
『
公
宴
続
寄
』
の
原
型
を
記
載
す
る
前
掲
『
仙
洞
新
写
歌
書
目

録
御
土
台
』
の
、
書
目
中
の
「
古
今
金
玉
集
」
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松

宮
本
『
古
今
金
玉
集
』
（
H
ー
六
〇
〇
1
一
二
五
七
ー
ミ
六
五
）
の
奥
書
に
、

以
為
家
卿
真
蹟
卒
爾
令
／
書
写
之
畢

享
保
九
年
季
春
十
八
焉

と
あ
り
（
「
為
家
卿
真
蹟
」
の
『
古
今
金
玉
集
』
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
現
蔵
さ
れ

る
〈
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
七
巻
『
平
安
中
世
私
撰
集
』
所
収
〉
）
、
享
保
九
年
前
後
の

仙
洞
の
蔵
書
を
伝
え
る
歌
書
目
録
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
と
お
り
、
高
松
宮
本
『
歌
書

目
録
』
に
は
『
公
宴
続
寄
』
の
書
名
は
見
え
、
同
書
に
年
次
記
載
の
存
す
る
享
保
二

年
（
一
七
一
七
）
か
ら
享
保
三
年
二
七
一
八
）
に
は
『
公
宴
続
寄
』
巻
次
と
所
収

歌

会
は
確
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
恐
ら
く
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
末
頃

に
一
通
り
歌
会
資
料
が
集
ま
っ
た
段
階
で
の
整
理
メ
モ
が
「
公
宴
続
寄
」
の
名
に
寄

せ

ら
れ
貼
り
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
東
山
御
文
庫
本
『
仙
洞
新
写
歌
書
目
録
御

土
台
』
は
「
春
」
「
夏
」
「
秋
」
「
冬
」
「
恋
」
「
雑
」
の
分
類
に
従
っ
て
、
霊
元
院
辰

筆
で
書
名
が
書
か
れ
た
手
札
状
の
紙
片
が
台
紙
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

状
は
、
田
島
公
が
紹
介
し
た
東
山
御
文
庫
本
『
新
写
御
記
録
目
録
』
（
勅
封
六
七
　
六

ー
一
七
）
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
所
収
書
目
は
、
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
の
「
追

加
」
（
【
図
3
】
に
当
該
箇
所
の
影
印
掲
載
）
あ
る
い
は
そ
の
直
前
に
記
載
さ
れ
て
い
る
書

目
が
多
く
、
享
保
二
年
・
同
三
年
以
前
に
草
卒
に
書
写
さ
れ
た
歌
書
を
多
く
含
ん
で

い

る
と
推
察
で
き
る
。

　
さ
て
、
霊
元
院
の
歌
書
の
収
書
・
書
写
は
、
『
新
類
題
和
歌
集
』
編
纂
事
業
と
乖

離

し
つ
つ
も
、
享
保
九
年
頃
ま
で
続
い
た
こ
と
は
、
同
年
三
月
九
日
条
に
、
前
掲
の

冷
泉
家
本
『
古
今
金
玉
集
』
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
コ
　
　
　
け
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
か
　
シ

未
刻
参
院
、
暮
昏
召
二
於
御
前
一
、
公
福
卿
・
余
・
公
野
卿
也
、

今
金
玉
集
〈
歌
四
十
／
二
首
〉
外
見
、
暫
御
物
語
了
、
退
出
、

と
あ
り
、
そ
の
他
、
同
五
月
二
六
日
条
に
、

為
家
自
筆
古

参
院
、
書
写
義
勤
、
歌
合
一
巻
、
此
日
借
ニ
ー
上
宝
徳
比
御
会
写
三
冊
・
了
、

等
と
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
一
方
、
同
じ
享
保
九
年
二
月
二
日
に
は
、

「校
合
」
が
始
ま
っ
て
お
り
、
『
光
栄
卿
記
』
同
日
条
に
は
、

参
院
、
勤
二
類
題
校
合
義
・
、

暫
時
而
両
卿
給
レ
暇
、

早
く
も

　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
け
　
　
　
ま
　
ホ
　
　

申
刻
公
福
卿
・
余
・
公
野
卿
一
同
召
－
於
御
前
、

と
あ
る
。
無
論
、
こ
れ
に
並
行
し
て
抜
書
作
業
も
続
い
た
が
、

え
る
の
は
、
享
保
九
年
九
月
四
日
条
の
、

参
院
、
勤
二
類
題
御
抜
書
一
、
入
レ
夜
退
出
、

「
抜
書
」
の
語
が
見

が

最
後
で
あ
る
。
そ
し
て
、
享
保
一
〇
年
二
七
二
五
）
か
ら
享
保
二
二
年
（
一
七
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二

八
）
に
か
け
「
参
院
、
類
題
御
校
合
義
…
」

享
保
＝
二
年
九
月
八
日
条
に
は
、

と
い
っ
た
記
述
が
多
量
に
見
出
さ
れ
、

参
院
、
召
二
干
御
前
一
有
二
新
類
題
書
入
事
一
、
及
／
夜
初
更
追
書
、

と
、
初
め
て
「
新
類
題
」
の
語
が
見
え
る
。
享
保
一
七
年
（
一
七
三
三
）

類
題
和
歌
集
』
の
校
合
の
記
事
が
散
見
さ
れ
、
以
下
に
列
挙
す
る
。

に
も
、
「
新

依
レ
召
参
院
、
召
二
干
御
前
一
、
類
題
新
写
御
本
校
合
、
有
二
除
寄
一
、
時
代
次
第

等
吟
味
事
被
二
注
付
一
、
（
二
月
一
三
日
条
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
か
　
　

参
院
、
勤
二
類
題
校
合
義
　
、
入
〃
夜
召
二
干
御
前
一
又
御
校
合
、
余
・
公
野
卿
両

人
伺
候
、
任
レ
仰
書
付
也
、
亥
刻
過
退
出
、
（
三
月
七
日
条
）

参
勤
、
類
題
校
合
義
、
戌
刻
退
出
、
（
三
月
一
二
日
条
）

　
二

月
一
三
日
条
に
、
「
類
題
」
の
新
写
御
本
を
校
合
し
た
と
あ
り
、
辰
筆
に
よ
る

草
稿
本
は
こ
の
時
点
で
成
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
有
除
寄
、
時
代
次

第
等
吟
味
事
被
注
付
」
と
あ
る
よ
う
に
、
先
行
す
る
後
水
尾
院
撰
『
類
題
和
歌
集
』

等
の
先
行
の
類
題
集
と
の
所
収
歌
の
重
複
を
避
け
、
撰
集
の
時
代
の
範
囲
等
に
つ
い

て

も
吟
味
が
行
わ
れ
た
。
三
月
七
日
条
に
よ
る
と
、
霊
元
院
御
前
で
校
合
が
行
わ
れ
、

院
の
仰
せ
に
従
い
校
合
付
記
を
書
き
付
け
て
行
っ
た
。
こ
の
条
に
武
者
小
路
公
野
の

名
が
見
え
、
前
掲
享
保
一
四
年
二
七
二
九
）
九
月
七
日
条
に
は
、
三
条
西
公
福
の

名
が
見
え
る
こ
と
は
注
意
し
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
『
新
類
題
和
歌
集
』
編
纂
の
た

め

の
歌
書
か
ら
の
歌
句
の
選
別
と
抜
書
、
そ
し
て
校
合
は
、
霊
元
院
監
督
の
も
と
、

烏
丸
光
栄
・
菅
原
長
義
・
藤
谷
為
信
・
押
小
路
実
琴
・
風
早
公
長
・
武
者
小
路
公

野
・
三
条
西
公
福
が
参
加
し
、
歌
道
に
関
わ
り
の
あ
る
家
職
の
院
伺
候
衆
に
よ
る
作

業
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
『
光
栄
卿
記
』
に
拠
る
と
、
享
保
年
間
ま
で
の
仙
洞
御
所
に
お
け
る
歌
書

の

収
書
・
抜
書
の
み
な
ら
ず
、
内
裏
の
禁
裏
文
庫
に
お
い
て
も
歌
書
や
記
録
の
収
書

が
行
わ
れ
て
い
た
。
光
栄
も
内
裏
の
方
に
も
参
仕
し
、
書
籍
を
献
上
し
て
た
り
、
書

写

し
た
り
し
て
い
る
。
本
節
で
対
象
と
し
て
い
る
享
保
年
間
に
限
る
と
、
『
光
栄
卿

記
』
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
二
月
二
〇
日
条
に
、

依
レ
召
参
内
、
御
歌
書
御
長
櫃
二
合
納
二
御
文
庫
一
了
、

と
あ
り
、
烏
丸
家
か
ら
「
御
文
庫
」
（
こ
れ
は
狭
義
の
「
禁
裏
文
庫
」
で
あ
ろ
う
）

の
歌
書
の
移
行
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
光
栄
卿
記
』
同
年
四
月
一
四
日
条
に
、

凡
東
山
院
即
位
時
、
従
二
法
皇
一
被
二
譲
申
一
御
記
筥
八
十
三
合
也
、

二
合
法
皇
被
レ
召
レ
之
、
伍
出
二
御
文
庫
一
被
レ
改
レ
之
云
々
、

へ

其
後
又
一
合

と
見
え
、
東
山
天
皇
の
即
位
の
段
階
で
か
な
り
の
数
量
の
「
御
記
」
が
東
山
天
皇
に

譲
渡

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
時
の
中
御
門
天
皇
は
、
享
保
四
年
二
七
一
九
）
一
二

月
に
、
御
文
庫
へ
の
三
代
集
の
書
写
・
献
上
も
勅
命
し
て
い
る
。

従
レ
内
被
レ
触
、
後
撰
集
一
部
至
二
来
年
二
月
上
旬
一
可
二
書
写
上
一
由
、
則
参
内
謁
、

　
　
　
ニ
　
ゑ
　
　

奉
行
公
福
卿
申
仰
畏
奉
了
、
二
二
月
一
日
条
）

後
撰
和
歌
集
従
二
去
六
日
一
書
始
、
夜
々
書
写
今
日
全
部
終
功
、
不
〃
堪
〃
喜
依
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ぱ
　

難
レ
計
先
頃
申
断
了
、
古
今
集
・
惟
通
卿
、
拾
遺
集
・
通
夏
卿
也
、
猶
来
春
彼

両
卿
等
申
合
可
〃
献
也
、
（
一
二
月
二
一
二
日
条
）

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
光
栄
が
『
後
撰
集
』
の
書
写
を
先
行
し
て
担
当
し
、
以
後
『
古

今
集
』
を
久
我
惟
通
が
、
『
拾
遺
集
』
を
久
世
通
夏
が
分
担
し
た
。
中
御
門
天
皇
の

御
文
庫
は
、
既
に
三
代
集
を
所
蔵
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
よ
り
優
れ
た
本
文
を
有

す
る
写
本
を
求
め
て
の
営
為
で
あ
ろ
う
。
霊
元
院
所
蔵
の
歌
書
は
、
高
松
宮
本
『
歌
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書

目
録
』
等
を
参
看
す
る
限
り
、
退
位
後
も
保
有
し
、
仙
洞
御
所
に
収
蔵
さ
れ
て
い

た

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
霊
元
院
没
後
は
桜
町
天
皇
の
御

文
庫
に
移
管
さ
れ
（
後
掲
『
光
栄
卿
記
』
享
保
一
八
年
〈
一
七
三
三
〉
一
〇
月
一
八
日
条
）
、

現
存
本
か

ら
は
仙
洞
御
所
の
文
庫
と
内
裏
の
御
文
庫
と
の
い
ず
れ
の
旧
蔵
本
か
は
峻

別
が
困
難
で
あ
る
上
、
霊
元
院
の
収
書
活
動
の
解
明
を
主
眼
と
す
る
本
稿
の
性
格
か

ら
も
、
霊
元
院
は
所
蔵
の
歌
書
を
退
位
後
も
接
収
し
、
以
後
の
東
山
・
中
御
門
天
皇

が
独
自
に
公
家
か
ら
歌
書
を
献
上
さ
せ
、
収
蔵
し
て
い
た
と
い
う
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を

示
す
に
留
め
た
い
。

⑤

『新
類
題
和
歌
集
』
の
成
立
と
霊
元
院
所
蔵
の
歌
書
の
行
方

　
享
保
一
七
年
二
七
三
二
）
八
月
六
日
、
霊
元
院
は
崩
御
し
、
以
後
『
新
類
題
和

歌
集
』
の
編
纂
・
清
書
の
統
括
は
、
職
仁
親
王
に
受
け
継
が
れ
る
。
こ
の
辺
り
の
事

情
は
、
前
掲
『
新
類
題
和
歌
集
』
の
光
栄
祓
文
に
も
一
部
見
え
る
が
、
職
仁
親
王
の

側
の
記
録
に
そ
の
経
緯
が
見
出
さ
れ
る
。
今
、
書
陵
部
蔵
『
有
栖
川
宮
日
記
』
（
外

題

「享
保
十
八
癸
丑
年
／
日
記
／
従
二
月
／
至
十
二
月
」
、
〈
有
栖
ー
五
〇
八
〇
〉
）
に
依

拠

し
な
が
ら
、
そ
の
概
略
を
示
す
と
、
享
保
一
八
年
三
月
一
六
日
に
職
仁
親
王
は
、

久
世
通
夏
・
中
院
通
躬
・
上
冷
泉
為
久
・
押
小
路
実
琴
・
武
者
小
路
公
野
を
召
し
て

『新
類
題
和
歌
集
』
の
浄
書
を
企
画
、
光
栄
・
通
夏
・
藤
谷
為
信
・
為
久
・
公
野
を

召
集
し
て
協
議
し
、
同
二
七
日
に
は
書
写
の
分
担
を
決
め
た
。
『
有
栖
川
宮
日
記
』

（外
題

「享
保
二
十
年
／
日
記
／
従
二
月
／
至
十
二
月
」
、
〈
有
栖
－
五
〇
八
〇
〉
）
に
は
こ

の
箇
所
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
掲
げ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

、
久
世
前
中
納
言
よ
り
新
写
類
題
筆
者
目
録
拝
借
二
成
、
如
左
書
付
被
遣
、

春
上
　
■
丸
前
大
納
言
〈
光
栄
〉
　
同
下
　
冷
泉
前
中
納
言
〈
為
久
〉

夏
上
　
藤
谷
前
中
納
言
〈
為
信
〉
　
同
下
　
武
者
小
路
宰
相
〈
公
野
〉

秋
上
　
押
小
路
前
宰
相
〈
実
零
〉
　
同
下
　
久
世
前
中
納
言
〈
通
夏
〉

冬
上

　
久
世
前
中
納
一
言
〈
通
夏
〉

恋
上
　
武
者
小
路
宰
相
〈
公
野
〉

雑
上
　
冷
泉
前
中
納
言
〈
為
久
〉

同
下
　
押
小
路
前
宰
相
〈
実
琴
〉

同
下
　
烏
丸
前
大
納
言
〈
光
栄
〉

同
下
　
藤
谷
前
中
納
言
〈
為
信
〉

　
重
複

し
て
分
担
し
て
い
る
が
、
総
勢
は
烏
丸
光
栄
・
上
冷
泉
為
久
・
武
者
小
路
公

野
・
藤
谷
為
信
・
押
小
路
実
零
・
久
世
通
夏
の
六
名
で
あ
る
。
前
節
で
『
光
栄
卿
記
』

に
拠
り
つ
つ
確
認
し
た
、
歌
書
の
抜
書
や
本
文
の
校
合
に
参
集
し
た
院
の
伺
候
衆
ば

か
り
で
あ
る
。

　
浄
書
本
は
翌
享
保
一
九
二
七
三
四
）
年
四
月
↓
日
に
職
仁
親
王
に
よ
り
桜
町
天

皇

に
献
上
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
『
光
栄
卿
記
』
同
日
条
に
、

此

日
新
類
題
春
上
下
・
夏
上
下
、

　ぴ
し
　
モ
　

中
書
王
御
持
参
被
献
云
々
、

と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
歌
道
師
範
と
し
て
の
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
の
名

声
は
高
い
が
、
当
時
は
弱
冠
二
二
歳
で
あ
り
、
天
皇
家
・
公
家
衆
に
よ
り
構
成
さ
れ

る
堂
上
派
歌
壇
に
お
け
る
影
響
力
は
決
し
て
大
き
く
は
な
か
っ
た
。

　
前
々
年
の
享
保
一
七
年
二
七
三
二
）
の
　
○
月
一
八
日
に
は
、
霊
元
院
仙
洞
所

蔵
の

典
籍
が
桜
町
天
皇
の
御
文
庫
に
移
譲
さ
れ
た
。
こ
の
事
実
は
、
『
続
史
愚
抄
』

享
保
一
七
年
一
〇
月
一
八
日
条
に
、
「
資
方
朝
臣
記
」
を
出
典
と
し
て
、

被
〃
召
三
旧
院
御
文
書
等
於
二
禁
裏
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

と
あ
る
の
が
確
証
と
さ
れ
る
が
、
『
光
栄
卿
記
』
同
年
一
〇
月
二
六
日
条
に
は
、

聞
で
あ
る
も
の
の
よ
り
詳
細
に
記
さ
れ
る
。
以
下
に
こ
れ
を
引
用
す
る
。

伝

伝
聞
、
旧
院
御
歌
書
櫓
子
、
春
夏
秋
冬
恋
雑
〈
有
上
下
／
等
所
〉
十
余
箇
、
去

十
八
日
参
二
干
内
裏
一
、
御
記
録
筥
廿
余
合
等
納
二
御
文
庫
一
云
々
、
此
間
亦
礼
儀
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類
典
二
筥
・
御
剣
・
御
琴
・
其
外
御
道
具
等
参
云
々
、

可
／
参
也
、
物
換
星
移
一
瞬
間
、
懐
旧
情
難
／
堪
者
也
、

明
日
御
屏
風
三
十
双

　
ま
ず
、
「
旧
院
御
歌
書
櫓
子
、
春
夏
秋
冬
恋
雑
〈
有
上
下
／
等
所
〉
十
余
箇
」
と

あ
る
件
り
に
つ
い
て
、
ど
の
歌
書
目
録
が
こ
の
時
の
収
蔵
書
の
内
容
を
反
映
し
て
い

る
か
が
問
題
と
な
る
。
例
え
ば
、
東
山
御
文
庫
本
『
歌
書
目
録
』
は
、
前
掲
『
春
夏

秋
冬
恋
雑
〈
有
上
下
／
等
所
〉
」
に
加
え
、
「
雑
春
」
「
雑
夏
」
「
雑
秋
」
「
雑
冬
」
「
雑

賀
」
「
雑
恋
」
「
泳
　
甲
」
「
泳
　
乙
」
「
連
歌
」
「
御
櫓
子
／
黒
ぬ
り
」
「
毫
御
長
櫃
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

が
続
き
「
十
余
箇
」
と
は
齪
鯖
す
る
。
む
し
ろ
東
山
御
文
庫
本
『
歌
道
目
録
』
の
方

が

「春
夏
秋
冬
雑
」
の
そ
れ
ぞ
れ
上
下
に
続
い
て
、
「
雑
春
」
「
雑
夏
」
「
雑
秋
」
「
雑

冬
」
「
雑
賀
」
「
雑
恋
」
が
あ
り
、
以
下
「
和
歌
抄
」
「
寄
書
抄
」
「
和
寄
雑
々
」
と
あ

り
、
東
山
御
文
庫
本
『
歌
書
目
録
』
に
比
し
て
和
歌
や
物
語
に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
本
文
中
に
、

四

季
恋
雑
　
　
大
　
六
櫓
子

同
　
　
　
　
　
小
　
六
櫓
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

と
あ
る
よ
う
に
、
『
歌
道
目
録
』
の
段
階
に
な
る
と
、
仙
洞
御
所
の
所
蔵
歌
書
が
「
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

子
」
ご
と
に
整
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
こ
の
『
歌
道
目
録
』
の
内
容
の
歌

書
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

　
前
掲
『
光
栄
卿
記
』
享
保
一
七
年
一
〇
月
二
六
日
条
中
の
「
内
裏
御
記
録
節
筥
廿

余
合
等
」
の
書
目
内
容
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
の
は
、
前
掲
の
霊
元
院
辰
筆
の
東
山
御
文

庫
本
『
新
写
記
録
御
目
録
』
（
勅
封
六
七
ー
六
ー
一
七
）
で
あ
る
。
そ
れ
が
中
御
門
天

皇
筆
の
東
山
御
文
庫
本
『
日
次
記
以
下
御
目
録
』
（
勅
封
一
八
二
ー
九
ー
一
二
）
、
同

『記
録
御
目
録
』
と
内
容
が
一
致
す
る
の
は
、
単
な
る
転
写
関
係
に
あ
る
の
で
は
な

く
、
霊
元
院
仙
洞
所
蔵
本
が
中
御
門
天
皇
の
禁
裏
文
庫
に
移
譲
・
移
管
さ
れ
た
経
緯

を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
「
礼
儀
類
典
」
は
、
享
保
七
年
二
七
二
二
）
六
月
一
九
日
に
『
礼
儀
類
典
』
（
初

治
本
五
一
五
巻
、
書
陵
部
蔵
〈
四
〇
〇
　
五
〉
）
が
霊
元
院
仙
洞
に
献
上
さ
れ
た
（
『
院

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

中
番
衆
所
日
記
』
同
日
条
）
一
本
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
仙
洞
御
所
に
お
い
て
禁
裏
文
庫
の
蔵
書
を
そ
の
ま
ま
引
継
ぎ
、
独

自
に
仙
洞
御
所
の
文
庫
の
拡
充
を
図
っ
て
い
た
霊
元
院
の
旧
蔵
書
は
、
遺
物
と
し
て

殆
ど
は
禁
裏
文
庫
に
移
管
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
元
来
、
東
山
天
皇
の
禁
裏
文
庫
に
譲
渡
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
霊
元
院
所
蔵
の
歌

書
は
、
霊
元
院
仙
洞
に
留
ま
っ
た
た
め
、
蔵
書
量
が
膨
大
に
な
り
、
宝
永
末
年
頃
か

ら
正
徳
初
め
に
企
画
・
着
手
さ
れ
た
『
新
類
題
和
歌
集
』
編
纂
事
業
は
、
霊
元
院
の

歌
書
の
収
集
・
書
写
活
動
を
必
然
的
に
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
先
行
す

る
類
題
集
に
は
、
後
水
尾
院
撰
『
類
題
和
歌
集
』
に
留
ま
ら
ず
、
室
町
後
期
成
立
の

『題
林
愚
抄
』
『
明
題
和
歌
全
集
』
が
存
す
る
。
し
か
し
、
霊
元
院
は
、
当
時
仙
洞
が

所
蔵

し
て
い
な
い
私
家
集
や
歌
合
・
歌
会
詠
を
、
冷
泉
家
を
始
め
と
す
る
公
家
衆
か

ら
網
羅
的
に
集
め
、
撰
歌
資
料
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
貞
享
二
年
二
六
八
五
）
四
月
・
五
月
か
ら
『
新
類
題
和
歌
集
』
成
立
の
享
保
末

年
に
至
る
ま
で
に
、
個
別
の
歌
書
の
書
写
や
『
新
類
題
和
歌
集
』
編
纂
の
た
め
の
抜

書
や
清
書
本
作
成
に
当
た
っ
た
公
家
衆
の
廷
臣
は
、
和
歌
の
家
の
冷
泉
・
藤
谷
・
飛

鳥
井
・
三
条
西
・
中
院
、
及
び
能
書
の
家
の
清
水
谷
・
持
明
院
が
中
核
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
注
視
さ
れ
る
の
は
、
貞
享
二
年
よ
り
後
は
、
押
小
路
・
桑
原
が
、
正
徳
以

降
は
久
世
・
武
者
小
路
・
烏
丸
が
加
わ
り
「
書
写
御
用
」
の
メ
ン
バ
ー
が
固
定
化
し

て

い

っ

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
伺
候
衆
に
よ
り
禁
裏
本
・
仙
洞
御
所
本
の
書
写

の

た
め
の
工
房
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
思
量
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
う
し
た

工
房
の
伺
候
衆
が
典
籍
の
書
写
の
御
用
の
み
な
ら
ず
、
『
新
類
題
和
歌
集
』
の
編
纂

に
当
た
っ
て
霊
元
院
に
伺
候
し
、
撰
歌
資
料
を
探
求
す
る
と
と
も
に
、
抜
書
作
業
を
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続
け
た
の
で
あ
る
。

　
転
写
本
を
作
成
す
る
た
め
歌
書
を
献
上
さ
せ
た
り
借
出
さ
せ
た
り
す
る
先
と
し
て

は
、
無
論
冷
泉
家
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
時
期
が
下
る
に
つ
れ
、
中
院
家
・
日

野
家
・
烏
丸
家
等
が
所
持
す
る
歌
書
に
も
関
心
を
寄
せ
、
献
上
・
書
写
さ
せ
て
い
た

こ
と
が
諸
家
の
記
録
か
ら
窺
え
る
。
そ
う
し
た
歌
書
を
所
持
す
る
歌
道
家
の
人
物
は
、

平
素
か
ら
院
の
廷
臣
と
し
て
他
の
家
業
の
公
家
衆
と
も
交
わ
り
、
歌
書
や
記
録
と

い
っ

た
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
、
時
に
は
他
家
の
歌
書
の
書
写
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
貞
享
二
年
の
四
月
・
五
月
に
霊
元
院
監
督
下
で
書
写
さ
れ
た
「
周
防
内
侍
集
」
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

下
の
歌
書
は
、
前
掲
東
山
御
文
庫
蔵
『
歌
道
目
録
』
に
ほ
ぼ
見
出
せ
、
霊
元
院
の
生

涯

に
お
け
る
蔵
書
形
成
史
の
継
続
性
が
浮
き
彫
り
と
な
る
。
霊
元
院
没
後
は
蔵
書
の

大
部
分
が
禁
裏
文
庫
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
い
（
前
掲
『
光
栄
卿
記
』
享
保
一
九
年
二

七
三

四
〉
四
月
一
日
条
）
、
そ
の
後
い
わ
ば
形
見
分
け
に
よ
っ
て
一
部
が
有
栖
川
宮
職

仁
親
王
家

に
伝
来
し
、
有
栖
川
宮
家
・
高
松
宮
家
歴
代
の
収
蔵
を
経
て
現
在
の
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
今
後
は
、
霊
元
院
崩
御
前
後
の
有

栖
川
宮
家
の
動
向
を
よ
り
丹
念
に
調
査
し
、
霊
元
院
の
遺
物
の
歌
書
類
の
分
配
の
年

次
や
実
相
を
解
明
し
て
い
き
た
い
。

表
2
　
高
松
宮
本
『
歌
集
目
録
』
記
載
の
書
目

凡
　
例

一

、
本
［
表
2
］
は
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
に
記
載
の
書
目
を
掲
出
し
、
伝
存
状
況
等

　
　
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
「
歌
書
名
」
項
に
お
け
る
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
所
載
書
目
の
翻
刻
は
、
原
本
に
忠

　
　
実
に
行
っ
た
が
、
通
読
の
便
を
図
り
以
下
の
よ
う
な
処
置
を
施
し
た
。

　

1
、
行
頭
に
存
す
る
朱
の
歌
集
略
称
は
省
略
し
た
。

　

2
、
「
同
（
…
）
」
の
よ
う
に
、
私
注
で
言
葉
を
補
う
時
は
、
原
則
と
し
て
（
）
を
用

　
　
　
い
た
。

　

3
、
「
柏
　
柏
玉
集
／
柏
　
同
」
＝
上
　
一
人
三
臣
上
／
一
下
　
一
人
三
臣
下
」
の
よ

　
　
　
う
に
、
2
項
目
に
わ
た
る
書
名
を
一
括
し
て
表
示
す
る
場
合
は
、
「
柏
玉
集
〈
同
〉
」

　
　
　
コ

人
三
臣
〈
上
、
下
〉
」
と
〈
〉
を
用
い
本
凡
例
二
ー
2
と
区
別
し
た
。

　

4
、
判
読
不
能
の
箇
所
は
口
を
付
し
た
。

三
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
（
以
下
「
高
松
宮
」
と
略
称
）
と
宮
内
庁

　
　
書
陵
部
御
所
本
（
以
下
「
書
陵
部
」
と
略
称
）
に
お
け
る
現
蔵
の
有
無
を
、
有
↑
○
）
と

　
　
無
（
”
●
）
で
記
し
、
孤
本
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
『
歌
書
目
録
』
所
載
の
書
目
と

　
　
判
断
し
た
場
合
に
限
り
「
◎
」
を
付
し
た
。
孤
本
で
あ
る
も
の
の
、
現
存
本
の
外
題

　
　

に
不
審
が
残
る
ケ
ー
ス
や
、
『
歌
書
目
録
』
記
載
の
題
目
や
員
数
、
形
状
か
ら
高
松
宮

　
　
本

『歌
書

目
録
』
所
載
の
書
と
想
定
し
得
る
も
の
に
つ
い
て
は
「
（
◎
と
と
し
、
備

　
　
考
①
に
必
ず
そ
の
理
由
を
摘
記
し
た
。
高
松
宮
と
書
陵
部
の
二
所
の
み
に
所
蔵
さ
れ

四
、

五
、

六
、

る
歌
書
は
「
●
」
と
し
た
。
な
お
、
他
の
歌
書
目
録
の
記
載
等
か
ら
散
供
書
と
確
認

さ
れ
て
い
る
書
に
は
「
／
」
を
付
し
た
。
ま
た
、
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
記
載
の

書
名
か
ら
該
当
す
る
書
が
不
明
な
場
合
は
「
？
」
を
記
し
た
。

備
考
①
の
「
書
名
・
員
数
等
」
の
欄
に
は
本
凡
例
の
「
二
」
に
記
し
た
内
容
や
、
現

存
本
の
形
態
に
つ
い
て
略
記
し
た
。

備
考
②
の
「
所
蔵
先
」
の
欄
に
は
、
高
松
宮
と
書
陵
部
以
外
の
所
蔵
者
が
一
件
で
あ

る
場
合
、
そ
の
所
蔵
者
を
記
し
、
高
松
宮
と
書
陵
部
の
い
ず
れ
に
も
所
蔵
が
な
く
、

他
所
に
伝
存
す
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
二
件
以
下
を
摘
記
し
た
。
な
お
、
禁
裏
本
と

の
書
承
関
係
の
深
さ
に
鑑
み
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
現
段
階
（
第
五
期
ま
で
に
刊
行
本
の

書

目
を
記
載
の
基
準
と
し
た
が
、
第
六
期
以
降
で
も
、
忠
実
な
転
写
本
が
孤
本
と
し
て
書
陵
部
に
存
す
る
、
と

い
っ

た
本
文
の
素
性
に
関
す
る
情
報
を
、
「
第
六
期
内
容
見
本
」
か
ら
得
ら
れ
た
場
合
は
、
摘
記
し
た
）
で
所

蔵
が
確
認
さ
れ
る
場
合
は
、
例
外
的
に
「
（
冷
泉
家
）
」
と
記
し
た
。

参
考
ま
で
に
東
山
御
文
庫
本
『
歌
書
目
録
』
（
勅
封
一
〇
二
ー
三
　
三
入
）
に
記
載
の

見
え
る
書
に
は
、
「
東
山
御
文
庫
本
」
項
に
「
○
」
を
付
し
た
。
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番
号

歌
　
　
書
　
　
　
名

高
松
宮

書
陵
部

備
考
①
書
名
・
員
数
等

備
考
②
所
蔵
者

東
山
御
文
庫
本

1

柏
玉
集
〈
同
〉

○

○

○

2

後
柏
原
院
御
百
首
部
類

●

●

○

3

雪
玉
集
〈
同
〉

○

○

○

4

聴
雪
集
百
首
十
　
ヶ
度

×

◎

○

5

遣
遥
院
内
大
臣
百
首
五
ヶ
度

×

◎

○

6

同
（
遣
遥
院
百
首
）
四
ヶ
度

×

◎

○

7

同
（
遣
遥
院
百
首
）
　
九
ヶ
度

×

◎

○

8

同
（
遣
遥
院
百
首
）
　
十
一
ヶ
度

×

◎

○

9

同
（
遣
遥
院
百
首
）
　
親
王
御
方
着
到

◎

×

10

同
（
遣
遥
院
）
　
五
十
首
部
類

◎

×

高
松
宮
本
外
題
「
遣
遥
院
内
大
臣
五
十
首
類
」
。

○

11

遣
遥
院
基
綱
卿
両
吟
百
首
二
ヶ
度

◎

×

12

卑
懐
集

×

○

○

13

基
綱
卿
詠
　
卑
懐
集
之
外

●

●

14

基
綱
卿
百
首

（◎
）

×

基
綱
の
百
首
詠
は
複
数
存
す
る
が
、
上
掲
の
外
題
は
高
松
宮
本
の
み
。

15

碧
玉
集

×

○

○

16

政
為
卿
百
首

◎

×

17

亜
塊
集

○

○

○

18

→
人
三
臣
〈
上
、
下
〉

○

○

○

19

二
八

明
題
和
歌
集

○

○

○

20

続
五

明
題
和
歌
集

○

○

○

21

堀
河
百
首
　
第
二
度

○

○

○

22

難
題
百
首

×

○

○

23

禅
林
寺
殿
七
百
首

○

○

○

24

亀

山
殿
七
百
首

○

○

○

25

千
首
部
類

（◎）

×

勧
修
寺
家
旧
蔵
本
に
三
冊
本
あ
り
。
同
名
異
書
で
あ
ろ
う
。

〔京
都
大
学
総
合
博
物
館
〕

26

師
兼
卿
千
首

○

○

○

27

拾
遺
愚
草
〈
上
、
中
、
下
、
員
外
〉

○

○

（冷
泉
家
）

28

玉
吟

○

○

29

月
清

○

○

○

30

長
秋
詠
草

○

（◎）

（冷
泉
家
）

31

拾
玉
〈
上
、
下
〉

○

○

○

32

慈
鎮
和
尚
詠

×

○

筑
波
大
学
付
属
図
書
館

33

山
家
集

○

○

34

後
鳥
羽
院
御
集

○

○

○

35

土
御
門
院
御
集
〈
同
〉

○

○

36

順
徳
院
御
集

○

○

○

37

寂
蓮
集
〈
同
〉

○

○

○

38

少
輔
入
道
定
長
百
首

○

（◎
）

寿
永
本
。
上
掲
の
外
題
は
書
陵
部
本
の
み
。

○
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番
号

歌
　
　
　
書
　
　
　
名

高
松
宮

書
陵
部

備
考
①
書
名
・
員
数
等

備
考
②
所
蔵
者

東
山
御
文
庫
本

39

明
日
香
井
集
〈
上
、
下
〉

○

○

（冷
泉
家
）

○

40

光
台
院
五
十
首

○

○

○

41

大
納
言
為
家
集
〈
上
、
下
〉

○

○

○

42

中
院
集
　
為
家
卿

×

○

家
郷
隆
文

○

43

同
（
中
院
）
詠
草
　
自
撰

×

◎

○

44

金
塊
集

○

○

○

45

壇
玉
集

○

○

○

46

隆
祐
朝
臣
集

×

○

○

47

大
納
言
為
氏
集

○

○

48

如
願
法
師
集
〈
同
〉

×

○

（冷
泉
家
）

○

49

鴨
長
明
集
〈
同
　
同
上
伍
不
被
勘
〉

×

○

（冷
泉
家
）

○

50

二
条
院
讃
岐
集
〈
同
　
同
上
伍
不
被
勘
〉

○

○

（冷
泉
家
）

○

51

範
永
集

×

○

（冷
泉
家
）

○

52

信
実
朝
臣
集

×

○

○

53

亀
山
院
御
集

×

○

天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館

○

54

有
房
集

×

○

上
掲
の
外
題
の
書
は
総
歌
数
三
一
六
首
の
異
本
。

（冷
泉
家
）

○

55

同
（
有
房
）
中
将
集
〈
同
、
同
　
同
上
〉

○

○

（冷
泉
家
）

○

56

隣
女
集
〈
二
、
三
、
四
〉

○

（◎
）

巻
二
か
ら
巻
四
の
残
欠
本
は
高
松
宮
本
と
書
陵
部
本
の
み
。
高
松
宮
本
は
南
北
朝
写
。

○

57

草
庵
集

○

○

○

58

続
草
庵
集

○

○

○

59

頓
阿
句
題
百
首

○

○

○

60

兼
好
集

○

○

○

61

法
印
慶
運
集

○

○

62

尭
孝
法
印
集
〈
同
　
同
上
〉

×

（◎）

書
陵
部
に
の
み
二
本
が
現
存
。

○

63

雅
世
卿
集
中

×

（◎
）

上
掲
の
外
題
は
書
陵
部
二
本
の
み
（
一
冊
は
桂
宮
本
）
。

○

64

同
（
雅
世
卿
）
家
集

×

（◎
）

上
掲
の
外
題
は
書
陵
部
本
の
み
。
他
本
は
「
飛
鳥
井
雅
世
集
」
等
。

○

65

続
撰
吟

〈
一
～
八
〉

○

○

○

66

散
木
奇
歌
集
〈
上
、
下
〉

×

○

○

67

頼
政
集

×

○

（冷
泉
家
）

○

68

林
葉
集

×

○

○

69

行
宗
集

○

○

○

70

源
大
府
御
集
行
宗
卿

○

○

書
陵
部
一
本
は
冷
泉
家
本
の
忠
実
な
転
写
本
。

（冷
泉
家
）

○

71

清
輔
朝
臣
集

○

○

書
陵
部
一
本
は
冷
泉
家
本
の
忠
実
な
転
写
本
。

（冷
泉
家
）

72

基
俊
集
　
大
本

×

（◎
∀
？

「大
本
」
は
書
陵
部
本
（
五
〇
一
ー
七
四
三
）
に
該
当
す
る
か
。

（○）

73

同
（
基
俊
集
）
箔
表
紙

×

（◎
）
？

「箔
表
紙
」
は
書
陵
部
本
（
五
〇
一
⊥
二
八
）
に
該
当
す
る
か
。

74

同
（
基
俊
集
）
　
横
本

×

（◎）

「横

本
」
は
書
陵
部
本
（
一
五
〇
1
五
七
八
）
の
形
状
に
合
致
す
る
。

75

郁
芳
三
品
集

×

（◎）

書
陵
部
本
は
冷
泉
家
本
の
忠
実
な
転
写
本
。

（冷
泉
家
）

○

76

範
宗
集

×

○

○

77

六
条
修
理
大
夫
集
〈
同
〉

×

○

（冷
泉
家
）

○
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番
号

歌
　
　
　
書
　
　
　
名

一局
松
宮

書
陵
部

備
考
①
書
名
・
員
数
等

備
考
②
所
蔵
者

東
山
御
文
庫
本

78

田
多
民
治
集
〈
同
〉

×

（◎
）

上
掲
の
外
題
は
書
陵
部
蔵
二
本
の
み
。
他
本
は
「
法
性
寺
殿
御
集
」
等
。

○

79

左
京
大
夫
集

×

○

（冷
泉
家
）

○

80

左
京
大
夫
顕
輔
集

○

○

（冷
泉
家
）

○

81

大
納
言
経
信
集

×

○

○

82

帥
大
納
言
集

×

○

神
宮
文
庫
（
昭
和
四
年
の
転
写
本
）

83

重
家
朝
臣
歌
合

×

○

○

84

実
国
家
歌
合

×

○

○

85

歌
合
　
十

×

（◎
）

書
陵
部
蔵
「
歌
合
類
聚
」
十
巻
本
は
巻
一
ー
三
、
六
、
十
の
残
欠
本
。

○

86

歌
合
　
定
綱
朝
臣
／
広
綱
朝
臣

×

○

熊
本
大
学
北
岡
文
庫
（
幽
斎
筆
本
）

○

87

類
聚
歌
合
　
九
ヶ
度

×

◎

○

88

摂
政
左
大
臣
家
歌
合

×

○

○

89

晋
合
　
治
承
二
年

×

○

○

90

三
井
寺
新
羅
社
歌
合

×

○

○

91

影
供
歌
合

○

○

○

92

日
吉
社
歌
合

○

○

同
名
の
歌
合
複
数
あ
る
が
、
「
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
」
か
。

○

93

内
裏
歌
合
建
保
二

（◎
）

○

上
掲
の
外
題
は
高
松
宮
本
の
み
。
他
本
は
「
禁
裏
歌
合
」
。

○

94

新
宮
撰
歌
合
　
並
石
清
水
／
若
宮
歌
A
口

×

（◎
）

「石
清
水
若
宮
歌
合
」
を
合
綴
す
る
の
は
書
陵
部
本
の
み
。

○

95

内
裏
詩
歌
合
　
建
保
元

×

○

○

96

歌
合
当
座

×

○

熊
本
大
学
北
岡
文
庫
（
幽
斎
筆
本
）

○

97

歌
合
　
建
保
五

○

○

該
当
書
名
の
歌
合
は
複
数
あ
る
が
「
内
裏
歌
合
　
建
保
五
年
十
↓
月
」
か
。

○

98

撰
歌
合
　
建
仁
元

×

（◎）

書
陵
部
蔵
「
歌
合
　
八
種
」
所
収
本
と
桂
宮
本
の
み
。

○

99

八
幡
若
宮
歌
合

×

○

○

㎜

歌
合
類
聚
　
五
ヶ
度

×

○

熊
本
大
学
北
岡
文
庫
（
幽
斎
筆
本
）

○

皿

有
綱
家
寄
合

×

○

皿

仙
洞
歌
合
　
宝
徳

○

○

○

鵬

類
聚
歌
合
　
十
二
ヶ
度

×

◎

○

脳

続
現
存
集
〈
春
／
雑
〉

×

×

「続
現
存
六
帖
」
か
。

○

班

後
葉
和
歌
集

×

○

○

㎜

石
間
集
〈
同
（
行
頭
朱
書
に
「
石
下
」
と
あ
り
下
巻
を
指
す
か
）
〉

／

／

○

斯

摘
題
和
歌
集

○

○

○

珊

右
京
集

×

（◎
）

上
掲
の
外
題
は
書
陵
部
の
み
。
他
本
は
「
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
」
等
。

○

㎜

京
極
前
関
白
集

×

×

師
実
の
家
集
。

陽
明
文
庫
、
（
冷
泉
家
〈
「
師
実
卿
集
」
断
簡
〉
）

○

即

俊
忠
集
〈
同
（
行
頭
朱
書
に
「
俊
中
」
と
あ
り
下
巻
を
指
す
か
）
、
同
〉

×

○

○

m

刑
部
卿
頼
輔
集
〈
同
〉

○

○

（冷
泉
家
）

○

m

実
家
卿
集

×

（◎
）

書
陵
部
本
は
冷
泉
家
本
の
忠
実
な
転
写
本
。

（冷
泉
家
）

○

囎

大
江
千
里
集

○

○

○

恨

大
江
千
里
付
匡
衡
集

×

（◎
）

「匡
衡
集
」
を
合
綴
す
る
上
掲
の
外
題
は
書
陵
部
本
の
み
。

○

肪

待
賢
門
院
堀
河
集

○

○

○

珊

小
侍
従
集

○

○

○
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番
号

歌
　
　
　
書
　
　
名

高
松
宮

書
陵
部

備
考
①
書
名
・
員
数
等

備
考
②
所
蔵
者

東
山
御
文
庫
本

田

資
隆
朝
臣
集

×

（◎
）

書
陵
部
本
は
冷
泉
家
本
の
忠
実
な
転
写
本
。

（冷
泉
家
）

○

囎

禅
林
療
葉
集

×

（◎
）

書
陵
部
本
は
冷
泉
家
本
の
忠
実
な
転
写
本
。

（冷
泉
家
）

○

田

在
良
朝
臣
集
〈
同
〉

×

○

○

㎜

伊
勢
大
輔
集

×

○

（冷
泉
家
）

○

皿

大
弐
高
遠
集

×

○

○

辺
㎜

時
明
朝
臣
集

×

○

上
掲
の
外
題
は
書
陵
部
二
本
と
冷
泉
家
の
承
空
本
の
み
。
他
本
は
「
時
明
集
」
。

（冷
泉
家
）

○

前
斎
院
摂
津
集

×

○

（冷
泉
家
）

○

伽

忠
度
朝
臣
集

×

○

（冷
泉
家
）

○

鵬

季
経
入
道
集

×

○

（冷
泉
家
）

○

随

覚
綱
集

×

◎

○

田

肥
後
集

×

◎

○

撚

成
仲
宿
禰
集

×

×

（冷
泉
家
〈
断
簡
〉
）

○

四

家
経
朝
臣
集
〈
同
〉

×

○

○

団

江
帥
集

×

（◎）

書
陵
部
本
は
冷
泉
家
本
の
忠
実
な
転
写
本
。

（冷
泉
家
）

○

団

侍
従
大
納
言
集

／

／

皿

粟
田
口
別
当
入
道
集

×

（◎
）

書
陵
部
本
は
冷
泉
家
本
の
忠
実
な
転
写
本
。

（冷
泉
家
）

○

㍑

中
御
門
大
納
言
殿
集

×

（◎）

書
陵
部
本
は
冷
泉
家
本
の
忠
実
な
転
写
本
。

（冷
泉
家
）

○

団

守
覚
法
親
王
集

×

○

（冷
泉
家
）

○

鵬

入

道
大
納
言
資
賢
集

×

○

（冷
泉
家
）

○

団

従
二
位
顕
氏
集

×

（◎
）

書
陵
部
本
は
冷
泉
家
本
の
忠
実
な
転
写
本
。

（冷
泉
家
）

○

阻

惟
宗
広
言
集

×

○

（冷
泉
家
）

○

団

秋
風
和
歌
集
〈
同
（
行
頭
朱
書
に
「
秋
下
」
と
あ
り
下
巻
か
）
〉

×

（◎）

書
陵
部
本
は
冷
泉
家
本
の
忠
実
な
転
写
本
。

（冷
泉
家
）

○

珊

宗
尊
親
王
御
詠

／

／

東
山
御
文
庫
本
『
歌
書
目
録
』
に
よ
る
と
「
柳
葉
和
歌
集
」
等
と
は
別
本
。

○

圃

従
三
位
為
理
家
集

×

◎

○

皿

右
近
少
将
雅
顕
集

×

◎

○

皿

為
信
集

×

◎

○

困

愚
藻

×

○

東
山
御
文
庫
本
は
自
筆
本
で
、
書
陵
部
本
は
そ
の
忠
実
な
転
写
本
。

東
山
御
文
庫

○

盟

慈
道
親
王
集

×

◎

○

皿

拾
藻
㊤

×

◎

孤
本
で
あ
る
が
、
巻
一
が
書
陵
部
に
巻
二
～
十
が
東
山
御
文
庫
に
分
蔵
。

東
山
御
文
庫

○

囑

桂
大
納
言
家
集

×

（◎）

○

川

経
家
卿
家
集

●

●

○

囎

藤
葉
和
歌
集

×

○

○

囎

雲
葉
集
上

〈同
（
行
頭
朱
書
に
「
雲
下
」
と
あ
り
下
巻
か
）
〉

○

×

○

㎜

新
葉
和
歌
集
〈
同
（
行
頭
朱
書
に
「
新
上
」
と
あ
り
下
巻
か
）
〉

×

○

○

旧

柳
風
和
歌
集

×

○

○

皿

万
代
集
〈
同
、
同
（
行
頭
朱
書
に
そ
れ
ぞ
れ
「
万
二
」
「
万
五
」
「
万
六
」
と
あ
り
二
、
五
、
六
巻
）
〉

×

○

○

田

経
衡
集

×

○

○

取

大
弐
集

×

○

○

燗

通
済
集

×

○

○
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番
号

歌
　
　
　
書
　
　
　
名

高
松
宮

書
陵
部

備
考
①
書
名
・
員
数
等

備
考
②
所
蔵
者

東
山
御
文
庫
本

邸

詩
歌
合
　
権
律
師
守
遍
／
尊
円
親
王
判

○

○

○

田

千
首
　
結
題
五
十
首

×

（◎
）

外
題
「
結
題
五
十
首
」
、
内
題
「
結
題
千
首
和
歌
　
文
明
十
六
年
七
月
十
六
日
」
。

○

瑚

御
点
取
類
聚

×

◎

○

旧

御
点
取
類
聚

？
°

？
・

（「同
」
と
記
載
し
な
い
が
、
直
前
の
「
御
点
取
類
聚
」
と
同
様
か
）

○

刷

類
聚
和
歌
　
百
類
半

×

（◎
）
？

書
陵
部
本
の
外
題
「
類
聚
和
歌
　
永
享
八
年
後
」
か
。

○

囚

御
着
到
百
首
上
〈
同
中
、
同
下
〉

×

（◎）

書
陵
部
本
の
外
題
は
「
禁
裏
御
着
到
千
首
」
で
、
三
冊
本
、

○

脱

御
着
到
部
類

×

◎

○

㎜

崇
徳
院
法
楽
百
首
　
文
明
十
七
年
／
四
月
廿
六
日
／
将
軍
家

●

●

脳

近
代
和
歌
　
長
享
ニ
ー
／
永
正
二
ー
／
同
四
ー

◎

×

晒

代
世
賀
喜
遣
遥
院
詠

●

●

価

内
裏
着
到
和
歌
抜
書
　
後
柏
原
院
／
遣
遥
院
／
政
為
卿

●

●

田

住
吉
社
法
楽

（◎）

×

高
松
宮
本
の
外
題
「
住
吉
社
法
楽
百
首
和
歌
」
か
。

○

間

八

十
番
歌
合

×

○

○

㎜

文
明
歌
合
　
九
月
尽

×

○

○

m

水
無
瀬
殿
法
楽

×

（◎
）

書
陵
部
本
の
外
題
「
水
無
瀬
殿
法
楽
　
永
正
二
」
か
。

○

m

百
番
歌
合
　
宝
徳
三
年
／
九
月
五
日
／
八
月
十
一
日

×

○

○

m

柏
遣
冷
三
百
首

×

◎

○

田

和
歌
御
会
　
永
正
三
十
九
／
春
日
社
法
楽

×

◎

○

川

前
摂
政
家
歌
合
嘉
吉
三

×

○

○

田

将
軍
家
歌
合
　
文
明
十
四
年
／
判
栄
雅

×

○

○

燗

春

日
社
御
法
楽
百
首
享
禄
二
／
五
　
廿

●

●

解

日
吉
社
御
法
楽
　
文
亀
二
／
十
二
　
廿
一

●

●

書
陵
部
本
は
「
公
宴
続
歌
」
所
収
で
端
作
り
「
文
亀
二
年
和
歌
」
。

○

田

百
首
　
永
享
八
年
六
ヶ
度

×

◎

○

仰

続
百
首
和
歌
　
長
享
二
年
／
七
月
八
日

●
※

●

※

外
題
「
続
百
首
和
歌
　
長
享
二
」
。
書
陵
部
本
は
「
先
代
御
便
覧
」
所
収
。

捌

内
裏
続
歌
文
明
九
年
／
同
十
二
年

◎

×

間

十
番
歌
合
　
判
室
町
殿

○

×

○

皿

内
侍
所
御
法
楽
百
首
　
明
応
五
／
十
一
八

○

○

問

聖
廟
住
吉
社
御
法
楽
　
明
応

●

●

国
立
公
文
書
館
旧
内
閣
文
庫

捌

点
取
和
歌
　
春
二
十
首
／
遣
遥
院
点

◎

×

○

品

点
取
続
歌
　
永
正
元
／
四
ヶ
度

◎

×

○

囑

百

首
続
歌
永
享
七

◎

×

外
題

「百
首
続
歌
　
永
享
七
年
／
住
吉
社
法
楽
」
。

○

旧

七
夕
歌
合

×

○

「文
明
九
年
七
月
七
日
七
首
歌
合
」
（
彰
考
館
本
外
題
）
の
こ
と
。

彰
考
館

○

瑚

詩
歌
合
　
文
明
十
五

×

○

○

佃

寛
正
歌
合

×

○

○

蜘

親
長
卿
家
歌
合

×

○

○

凹

将
軍
家
歌
合
文
明
／
十
四

×

○

○

凹

東
野
州
家
集

×

○

○

鵬

平
常
縁
詠

×

○

書
陵
部
本
を
含
め
諸
本
の
外
題
「
東
常
縁
詠
」
。

○

盟

宗
祇
集

×

○

○
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番
号

歌
　
　
　
書
　
　
名

高
松
宮

書
陵
部

備
考
①
書
名
・
員
数
等

備
考
②
所
蔵
者

東
山
御
文
庫
本

踊
欄

称
名
院
詠

●

●

○

称
名
院
百
首
七
ヶ
度

×

◎

○

m

称
名
院
右
大
臣
百
首

×

◎

○

曲

称
名
院
右
大
臣
三
十
首

×

◎

○

凹

実
澄
卿
百
首

×

◎

○

㎜

称
名
院
並
三
光
院
詠

●

●

○

捌

三
光
院
内
府
百
首

◎

×

㎜

百
首
　
三
光
院
内
府
詠

◎

×

外
題
「
百
首
　
春
日
社
法
楽
三
光
院
内
府
詠
」
。

㎜

公
宴
続
歌
〈
同
（
一
）
；
同
（
舟
）
〉

×

◎

姻

御
着
到
百
首

×

○

書
陵
部
本
外
題
「
後
奈
良
院
御
着
到
百
首
」
の
こ
と
。

広
島
大
学
文
学
部
福
井
文
庫

○

獅

類
聚
和
歌
後
十
月
七
日

×

◎

○

㎜

千
首
大
神
宮
御
法
楽
／
天
文
十
｝

×

◎

○

斯

後
花
園
院
御
集
く
同
、
同
（
行
頭
朱
書
に
「
花
上
」
「
花
中
」
「
花
下
」
と
あ
り
上
・
中
・
下
巻
）
V

○

○

○

畑

後
花
園
院
百
首
部
類

×

◎

島
原
市
立
図
書
館
松
平
文
庫

○

㎜

後
土
御
門
院
御
百
首

◎

×

加

紅
塵
灰
集

×

◎

加

邦
高
親
王
詠

●

●

犯

貞
敦
親
王
詠

◎

×

○

田

園
草

×

×

井
上
宗
雄
、
祐
徳
稲
荷
神
社
寄
託
中
川
文
庫

○

脳

長
景
集

×

◎

○

出

平
親
清
四
女

×

◎

○

猫

前
長
門
守
時
朝
入
道
田
舎
打
聞
集

×

（◎）

書
陵
部
本
は
冷
泉
家
本
の
忠
実
な
転
写
本
。

（冷
泉
家
）

○

田

越
前
〃
司
平
時
広
集

×

◎

○

胴

伏
見
院
御
歌

？
・

7
°

（伏
見
院
の
詠
草
で
あ
ろ
う
が
、
右
掲
の
外
題
の
書
は
管
見
に
入
ら
な
い
）

○

㎜

平
親
清
女
集

×

◎

書
陵
部
本
外
題
「
平
親
清
五
集
」
。
冷
泉
家
本
は
「
女
四
宮
家
民
部
卿
　
平
親
清
女
」
。

（冷
泉
家
）

○

㎜

出
観
集

○

○

（冷
泉
家
）

○

泌

円
雅
和
歌

○

（◎
）

書
陵
部
本
外
題
「
円
雅
集
」
。

○

忽

為
富
卿
詠

◎

×

泌

為
広
詠
草

×

○

書
陵
部
本
は
文
明
一
七
年
の
詠
を
収
め
る
。

四

為
広
卿
詠

×

（◎
）

為
広
の
詠
草
は
多
い
が
、
上
掲
の
外
題
は
書
陵
部
本
の
み
。

獅

持
為
卿
詠

◎

×

畑

永
享
五
年
詠
草
　
持
為

×

◎

○

脚

沙
玉
集
〈
同
、
同
（
行
頭
朱
書
に
そ
れ
ぞ
れ
「
沙
上
」
「
沙
中
」
「
沙
下
」
と
あ
り
上
・
中
・
下
巻
）
〉

○

○

○

㎜

源
義
政
集

○

○

○

⑳

常
徳
院
詠

○

○

○

捌

内
裏
女
中
月
次
続
歌

◎

×

祝

道
堅
法
師
詠

×

◎

○

祝

津
守
国
冬
祈
雨
百
首

×

（◎
）

上
掲
の
外
題
は
書
陵
部
本
の
み
。
他
本
は
「
祈
雨
百
首
」
。

○

邸

春
夢
草
〈
同
、
同
（
行
頭
朱
書
に
「
夢
上
」
「
夢
中
」
「
夢
下
」
と
あ
り
上
・
中
・
下
巻
）
〉

×

◎

○
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番
号

歌
　
　
　
書
　
　
　
名

高
松
宮

書
陵
部

備
考
①
書
名
・
員
数
等

備
考
②
所
蔵
者

東
山
御
文
庫
本

却

類
聚
和
歌
追
遥
院
以
後

×

◎

○

祝

百
首
　
五
ヶ
度

×

（◎）

書
陵
部
本
外
題
「
百
首
　
天
正
三
　
慶
長
十
六
五
箇
度
」
。

○

鰯

夫
木

○

○

高
松
宮
本
外
題
「
夫
木
抜
書
」
。

○

蹴

明
題
部
類
抄
上

○

○

○

珊

明
題
古
今
抄

×

○

外
題

「和
歌
題
林
抄
」
、
内
題
「
明
題
古
今
抄
」

○

畑

明
題
抄

●

●

高
松
宮
本
・
書
陵
部
本
と
も
外
題
「
類
題
紗
」
。
後
者
は
巻
上
の
み
残
欠
本
。

○

脚

和
歌
明
題
抄

／

／

○

犯

明
題
抄
上
〈
同
下
〉

一

一

（前
出
）

○

盟

袖
中
題
抄

／

／

○

脇

（
マ

マ

題
集
抜
書

×

×

島
原
市
立
図
書
館
松
平
文
庫

盟

三
光
院
詠

●

●

脇

後
花
園
院
五
十
首
並
後
柏
原
院
百
首

●

●

梛

後
土
御
門
院
御
百
首
部
類

◎

×

脚

竹
園
月
次
和
歌
　
自
明
応
七
二
月
／
至
同
八
四
月

●

●

捌

雅
世
卿
詠

？
・

り
‘

（上
掲
の
外
題
の
飛
鳥
井
雅
世
の
家
集
・
詠
草
は
管
見
に
入
ら
な
い
）

畑

八

詠

◎

×

捌

雅
俊
卿
詠
寄

（◎
）

×

高
松
宮
本
外
題
「
雅
俊
卿
詠
」
。

田

済
継
朝
臣
詠
寄
点
／
基
経
卿

●

●

狸

詠
源
氏
物
語
巻
名
吾

×

×

『柏
玉
集
』
所
蔵
の
実
隆
詠
。
原
本
は
石
山
寺
に
奉
納
。

石
山
寺

○

田

新
撰
六
帖
　
ー

×

○

書
陵
部
本
は
智
仁
親
王
筆
の
桂
宮
本
で
外
題
「
新
撰
和
歌
」
。

担

点
取
和
歌
　
永
正
二
年
／
二
ヶ
度

◎

×

○

鰯

点
取
和
歌
　
遥
院
点
一
ヶ
度
／
称
名
院
点
一
ヶ
度
／
三
宝
院
一
ヶ
度

（◎
）

×

高
松
宮
本
外
題
「
点
取
和
歌
　
遣
遥
院
点
／
称
名
院
点
／
三
宝
院
点
」
。

○

邸

内
裏
御
着
到
　
春
夏
秋
冬

（◎）

×

高
松
宮
本
外
題
「
内
裏
着
到
　
四
季
」
。

田

石
清
水
社
御
法
楽
　
永
正
八
年
／
八
月
十
五
日

（◎
）

×

高
松
宮
本
外
題
「
石
清
水
百
首
歌
　
永
正
八
年
八
月
十
五
日
」
。

○

拙

筑
後
国
高
良
法
楽
　
天
文
八
／
九
十
四

●

●

田

寄
合
　
貞
和
五
年
／
八
月
九
日

×

○

○

捌

嵜
合

？
°

？
・

○

捌

君
臣
和
歌

×

◎

糊

内
裏
寄
合
　
康
正
元

○

○

○

脇

点
取
和
歌

？
・

？
°

○

脳

寄
合
当
座
　
建
保
四
八
廿
二
／
付
同
廿
四
月

×

○

○

鰯

結
題
五
十
首
和
歌
　
大
永
二
八
四
／
勅
題

◎

×

外
題
「
結
題
五
十
首
和
歌
」
、
端
作
り
「
大
永
二
年
八
月
四
日
御
会
恋
五
十
首
」
。

○

猫

女
房
家
寄
合

×

×

佐
賀
大
学
鍋
島
文
庫
、
熊
本
大
学
北
岡
文
庫
に
同
名
書
所
蔵

○

邪

三

十
首
続
歌
巻
物

×

？
°

（直
後
の
「
続
三
十
首
和
歌
」
と
同
書
か
）

棚

続
三
十
首
和
寄
巻
物

×

（◎
）
？

書
陵
部
旧
伏
見
宮
家
蔵
本
「
続
三
十
首
和
歌
」
］
巻
か
。

捌

廿
八

品
爵
　
付
慈
鎮
和
尚
／
要
文

×

（◎
）
？

書
陵
部
蔵
「
法
華
要
文
百
首
和
歌
（
慈
円
）
」
か
。

○

胴

品
経
和
寄
六
半
本
／
　
端
法
華
経
序
品
和
歌

×

（◎
）

書
陵
部
蔵
「
法
華
経
序
品
和
歌
（
尭
孝
）
」
が
該
当
す
る
か
。

○

m

品
経
和
寄
　
端
口
詠
序
品
和
寄

◎

×

高
松
宮
本
外
題
「
品
経
和
歌
　
遣
遥
院
三
回
忌
追
善
」
、
端
作
り
「
詠
序
品
和
歌
」
。

沈

廿
八

品
爵
／
端
／
後
花
園
院
御
十
三
回
ー

×

（◎
）

○
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番
号

歌
　
　
　
書
　
　
名

高
松
宮

書
陵
部

備
考
①
書
名
・
員
数
等

備
考
②
所
蔵
者

東
山
御
文
庫
本

加

宗
祇
法
師
三
回
追
善
和
寄

◎

×

○

加

経
文

和
寄
　
明
応
三
九
夏
／
天
文
十
五
七

◎

×

○

加

四

十
八
願
和
寄
　
尭
空
／
御
覚

◎

×

○

都

品
経
和
寄
　
遣
遥
院
三
回
忌
追
善
／
天
文
八
十
三

◎

×

○

勿

称
名
院
右
府
十
三
回
忌
追
善
和
歌
　
天
文
三
／
十
二
　
二

◎

×

珊

後
小
松
院
御
百
首

×

○

○

㎜

為
忠
朝
臣
家
百
首

○

○

高
松
宮
本
は
い
わ
ゆ
る
「
為
忠
家
初
度
百
首
・
後
度
百
首
」
の
内
後
者
の
み
。

○

捌

為
重
卿
集
　
康
永
二
年
詠

○

○

○

捌

北
院
御
室
集

×

○

○

蹴

花
園
院
御
集

×

○

○

捌

花
園
院
御
製

×

（◎
）

書
陵
部
蔵
の
「
花
園
院
御
集
」
一
本
の
み
に
見
出
さ
れ
る
外
題
。

捌

後
柏
原
院
月
十
五
首
御
製
　
巻
物

？
・

？
°

（現
存
の
後
柏
原
院
の
詠
草
等
に
上
掲
の
書
目
は
管
見
に
入
ら
な
い
）

鰯

為
広
詠
草
　
永
正
十
四
年
　
巻
物

×

×

（冷
泉
家
に
袋
綴
装
の
自
筆
草
稿
が
所
蔵
さ
れ
る
）

梛

遣
遥
院
詠
寄
　
大
永
享
禄
／
天
文
之
間

◎

×

卿

遣
遥
院
入
道
前
内
府
御
詠

（◎
）

×

高
松
宮
本
外
題
「
迫
遥
院
入
道
内
府
詠
」
、
霊
元
院
震
筆
。

東
山
御
文
庫
「
追
遥
院
内
府
詠
享
禄
元
年
ー
天
文
三
年
等
」
か
。

捌

七

夕
廿
首
和
寄

◎

×

珊

菊
十
首
和
嵜

×

◎

○

捌

仙
洞
句
題
五
十
首

×

○

○

捌

十
首
和
歌
　
建
仁
元
年
／
当
座

×

○

○

把

為
家
卿
一
夜
百
首

○

○

○

蹴

尭
孝
一
夜
百
首

×

◎

○

捌

慶
運
百
首

×

○

○

蹴

宋
雅
百
首

×

◎

○

梛

点
取
三
十
首
和
歌
　
遣
遥
院
点

◎

×

蹴

御
会
和
寄
　
文
明
十
三
年
／
八
月
十
八
日
　
仮
名
題

（◎
）
？

×

高
松
宮
本
「
百
首
和
歌
」
所
収
。
そ
の
親
本
か
。

○

酬

禁
裏
御
月
次
和
歌
　
仮
名
題

×

◎

○

珊

朝
観
行
幸
御
会
和
寄

×

◎

○

㎜

和
寄
御
会

？
台

？
°

○

皿

禁
裏
御
会
和
寄

×

◎

○

㎜

大
樹
会

●

●

高
松
宮
本
と
書
陵
部
本
の
外
題
の
み
「
大
樹
家
歌
合
」
。
他
は
「
将
軍
家
歌
合
」
。

胡

室
町
亭
行
幸
和
寄

×

◎

○

弛

親
長
卿
詠
　
雅
永
御
点

×

◎

鵬

日
吉
社
法
楽

●
？

●
？

高
松
宮
本
・
書
陵
部
本
「
日
吉
社
御
法
楽
和
歌
　
文
亀
二
」
（
内
題
）
か
。

○

錨

春
日
社
法
楽
五
十
首

×

×

「春
日
社
法
楽
五
十
首
和
寄
」
（
彰
考
館
本
外
題
）
の
こ
と
。

彰
考
館

○

細

金
花
集

×

◎

○

㎜

点
取
　
済
継
詠
／
遣
遥
院
点
巻
物

う
r
°

？
°

○

棚

式
子
内
親
王
集

×

○

○

㎜

兼
好
集

×

○

○

鉗

相
模
集

×

○

○
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番
号

歌
　
　
　
書
　
　
　
名

一局
松
宮

書
陵
部

備
考
①
書
名
・
員
数
等

備
考
②
所
蔵
者

東
山
御
文
庫
本

咀

恵
慶
法
師
集

×

（◎
）

書
陵
部
本
は
冷
泉
家
本
の
忠
実
な
転
写
本
。

（冷
泉
家
）

○

田

道
命
法
師
集

×

（◎）

現
存
の
書
陵
部
二
本
の
内
、
一
本
は
「
道
命
阿
闇
梨
集
」
。

○

M

一
宮
紀
伊
集

×

○

○

緬

発
心
和
寄
集

×

（◎
）

書
陵
部
本
は
冷
泉
家
本
の
忠
実
な
転
写
本
。

（冷
泉
家
）

○

細

田
上
集

○

○

○

脚

伏
見
院
御
製

○

○

○

細

伏
見
院
御
集

○

○

○

珊

後
伏
見
院
御
詠
草
冬
題

×

（◎
）

書
陵
部
蔵
「
伏
見
院
御
詠
草
冬
部
」
か
。

○

捌

三
位
中
将
公
衡
集

×

（◎
）

書
陵
部
蔵
の
二
本
は
い
ず
れ
も
冷
泉
家
本
の
忠
実
な
転
写
本
。

（冷
泉
家
）

○

田

俊
成
女
集

×

○

○

忽

兼
澄
集

×

（◎）

書
陵
部
本
は
冷
泉
家
本
の
忠
実
な
転
写
本
。

（冷
泉
家
）

○

田

源
順
集

×

（◎
）

書
陵
部
本
は
冷
泉
家
本
の
忠
実
な
転
写
本
。

（冷
泉
家
）

○

捌

赤
染
衛
門
集

×

○

○

鋤

長
能
集

×

○

○

細

公
事
五
十
番
歌
合

○

○

「年
中
行
事
歌
合
」
の
流
布
本
で
上
掲
の
外
題
の
伝
本
も
多
い
。

○

脚

文
亀
嵜
合
　
為
広
卿
判

×

○

○

畑

寄
合
〈
同
（
一
⊥
二
、
六
、
八
）
〉

×

（◎
）

書
陵
部
蔵
「
歌
合
類
聚
」
十
巻
本
は
巻
一
；
三
、
六
、
十
の
残
欠
本
。

○

迎

右
衛
門
督
家
歌
合
　
付
清
輔
朝
臣
／
家
歌
合

×

（◎
）

上
掲
の
外
題
に
示
さ
れ
る
「
清
輔
家
歌
A
旦
合
綴
は
書
陵
部
本
の
み
。

○

鋤

四
十
番
嵜
合
　
建
保
五
年
／
十
月
十
九
日

×

○

○

悶

寄
合
　
建
保
元
年
／
十
二
月
四
日

／

／

○

斑

月
卿
雲
客
妬
寄
合

×

○

○

超

詩
寄
合
　
康
永
　
院
書

×

（◎
）

書
陵
部
本
外
題
「
詩
歌
合
　
康
永
」
。
他
本
は
「
五
十
四
番
詩
歌
合
」
等
。

○

頚

詩
寄
合
　
文
明
十
四
九
廿
八

×

○

○

鰯

内
裏
御
寄
合
　
応
永
十
四

○

○

○

瓢

晋
合
　
明
応
元
年
／
十
月
廿
六
日

×

（◎
）

書
陵
部
本
外
題
「
歌
合
　
明
応
元
年
十
月
二
十
六
日
」
。

○

獅

石
清
水
社
寄
合
　
元
亨
四
年
／
二
月
廿
四
日

×

○

久
保
田
淳

○

細

乾
元
寄
合

×

○

「後
二
条
院
歌
合
」
か

○

珊

（
マ

マ首
寄
合

×

○

「正
安
元
年
五
種
歌
合
」
か

○

測

源
義
政
集

一

一

（前
出
）

○

姐

古
集
句
題
百
首
　
頓
阿
以
下
／
五
人
之
詠

●

●

左
掲
の
外
題
は
高
松
宮
と
書
陵
部
の
み
。
他
本
は
「
句
題
百
首
」
＝
花
抄
」
。

迎

近
代
爵
　
不
相
違

？
ψ

？

前
出
の
「
近
代
和
歌
」
と
同
様
か
。

註（
1
）
　
こ
れ
ら
の
研
究
文
献
は
枚
挙
に
暇
な
い
が
、
研
究
成
果
の
集
大
成
と
言
え
る
の
は
、
和
歌

　
　
史
研
究
会
編
『
私
家
集
大
成
』
七
巻
入
冊
（
昭
四
八
～
五
一
・
明
治
書
院
）
、
『
新
編
国
歌
大

　
　
観
』
一
〇
巻
二
〇
冊
（
昭
五
八
～
平
四
・
角
川
書
店
）
で
あ
る
。
高
松
宮
本
の
歌
集
が
最
善

本

と
し
て
、
ま
た
天
下
の
孤
本
の
た
め
底
本
に
採
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。

ま
た
、
戦
前
の
研
究
で
は
、
福
井
久
蔵
『
大
日
本
歌
書
綜
覧
』
（
大
一
五
・
不
二
書
房
）
、
和

田
英
松
『
皇
室
御
撰
之
研
究
』
（
昭
一
八
・
明
治
書
院
）
に
も
、
高
松
宮
本
の
歌
学
書
・
歌
論
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書

を
含
め
た
歌
書
の
解
題
を
多
く
収
載
す
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
館
蔵
史
料
編
集
会
編

　
　
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
貴
重
典
籍
叢
書
　
文
学
篇
』
二
二
巻
（
平
＝
～
一
四
・
臨
川
書

　

店
）
に
、
高
松
宮
本
の
貴
重
典
籍
の
影
印
が
収
載
さ
れ
た
。
な
お
、
高
松
宮
本
は
、
昭
和
六

　
　
二
年
に
ニ
ハ
五
九
件
が
、
平
成
二
年
に
一
二
件
が
文
化
庁
か
ら
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
管

　
　
理
換
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
は
、
長
ら
く
書
陵
部
に
寄
託
・
保
管
さ
れ
て
い
た
。

（
2
∀
　
田
島
公
「
禁
裏
文
庫
の
変
遷
と
東
山
御
文
庫
の
蔵
書
－
古
代
・
中
世
の
古
典
籍
・
古
記
録

　

研
究
の
た
め
に
　
」
（
大
山
喬
平
教
授
退
官
記
念
会
編
『
日
本
社
会
の
史
的
構
造
』
古
代
・
中

　

世
編

〈思
文

閣
出
版
・
平
九
〉
）
、
田
島
公
「
近
世
禁
裏
文
庫
の
変
遷
と
蔵
書
目
録
ー
東
山
御

　

文

庫
本
の
史
料
学
的
・
目
録
学
的
研
究
の
た
め
に
　
」
（
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
第
一
輯

　
　
〈
平
一
五
・
思
文
閣
出
版
〉
）
が
日
記
史
料
や
記
録
目
録
類
に
網
羅
的
な
目
配
り
を
行
い
、
現

　

在
の
研
究
の
到
達
点
を
示
す
。
ま
た
、
平
林
盛
得
「
後
西
天
皇
収
書
の
周
辺
」
（
岩
倉
規
夫
・

　
　
大
久
保
利
謙
編
『
近
代
文
書
学
へ
の
展
開
』
〈
昭
五
七
・
柏
書
房
V
）
も
研
究
手
法
の
上
で
先

　
　
駆
的
業
績
で
あ
る
。

（
3
）
　
熊
倉
功
夫
『
朝
日
評
伝
選
二
六
　
後
水
尾
院
』
（
昭
五
七
・
朝
日
新
聞
社
）
、
『
寛
永
文
化
の

　
　
研
究
』
（
昭
六
三
・
吉
川
弘
文
館
）
所
収
の
一
連
の
研
究
、
平
井
誠
二
「
近
世
公
家
の
学
問
ー

　
　
柳
原
紀
光
の
『
続
史
愚
抄
』
編
纂
に
つ
い
て
　
」
（
『
大
倉
山
夏
季
公
開
講
座
』
一
、
平
四
）
、

　
　
田
中
暁
龍
「
公
家
の
江
戸
参
向
　
江
戸
の
武
家
文
化
と
の
一
つ
の
接
点
ー
」
（
竹
内
誠
編
『
近

　
　
世
都
市
江
戸
の
構
造
』
〈
平
九
二
二
省
堂
〉
）
な
ど
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
研
究
史
を
ま
と
め
た

　
　
上
で
元
禄
期
の
堂
上
公
家
衆
の
学
問
や
文
化
を
総
合
的
に
論
じ
た
、
松
澤
克
行
「
十
七
世
紀

　
　
中
後
期
に
お
け
る
環
境
」
（
『
史
境
』
四
三
号
、
平
］
三
・
九
）
、
同
「
元
禄
文
化
と
公
家
サ
ロ

　
　
ン
」
（
高
埜
利
彦
編
『
日
本
の
時
代
史
一
五
　
元
禄
の
社
会
と
文
化
』
〈
平
一
五
・
吉
川
弘
文

　
　
館
〉
）
も
あ
る
。

（
4
）
　
藤
本
孝
一
「
御
所
本
歌
書
と
冷
泉
家
御
文
庫
」
（
『
し
く
れ
て
い
』
第
四
九
号
、
平
六
・
七
）
。

（
5
）
　
石
田
実
洋
「
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
『
朝
儀
諸
次
第
』
と
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」
（
『
書
陵

　
　
部
紀
要
』
第
五
三
号
、
平
成
一
三
二
二
）
。

（
6
）
　
小
倉
嘉
夫
「
冷
泉
家
本
の
書
写
（
二
）
」
（
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
　
三
一
巻
』
〈
平
一
五
・

　
　
朝
日
新
社
〉
「
月
報
」
五
七
）
、
同
「
冷
泉
家
本
の
書
写
（
三
）
」
（
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
　
六

　
　
七
巻
』
〈
平
一
五
・
朝
日
新
聞
社
〉
「
月
報
」
五
八
）
、
同
「
冷
泉
家
本
の
書
写
（
四
）
」
（
『
冷

　
　
泉
家
時
雨
亭
叢
書
　
七
二
巻
』
〈
平
一
六
・
朝
日
新
聞
社
〉
「
月
報
」
五
九
）
。

（
7
）
　
諸
家
の
「
家
業
」
に
つ
い
て
は
、
興
田
吉
従
録
上
「
諸
家
家
業
記
」
（
寛
文
七
年
〈
一
六
三

　
　
〇
〉
刊
）
、
土
橋
定
代
編
『
諸
家
知
譜
拙
記
』
付
載
「
諸
家
々
業
大
概
」
（
貞
享
二
年
〈
一
六

　
　
八
五
〉
八
月
刊
）
等
に
依
拠
し
た
。
な
お
、
前
掲
注
（
3
）
熊
倉
著
書
、
山
口
和
夫
「
近
世
の

　
　
家
職
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
　
一
四
　
近
世
』
〈
平
七
・
岩
波
書
店
〉
）
、
橋
本
政
宣
「
江
戸

　
　
幕
府
と
公
家
衆
の
家
業
」
（
『
国
史
学
』
一
七
一
号
、
平
一
二
・
四
、
後
に
『
近
世
公
家
社
会

　
　
の
研
究
』
〈
平
一
四
・
吉
川
弘
文
館
〉
に
再
録
）
等
参
照
。

（
8
）
　
『
中
院
通
茂
日
記
』
所
引
箇
所
中
、
「
無
外
題
」
と
あ
る
三
本
（
「
〈
歌
は
た
こ
」
又
後
鳥
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
ば

　
　
院
崩
御
悼
寄
、
不
知
作
者
／
近
代
風
体
、
阿
仏
抄
〉
」
「
〈
不
知
／
御
右
筆
〉
」
の
内
、
「
〈
後
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
マ
マ
　

　
　
羽
院
崩
御
悼
寄
、
不
知
作
者
／
近
代
風
体
、
阿
仏
抄
〉
」
は
、
前
掲
の
記
念
大
東
急
文
庫
本
『
禁

　

裡
御
蔵
書
目
録
』
に
見
え
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
「
御
製
寄
少
々
」
（
外
題
「
御
製
寄
少
々

　
　

土
御
門
院
欺
／
秘
々
　
京
極
黄
門
被
注
送
鎌
倉
右
府
之
一
帖
／
　
　
　
阿
仏
禅
尼
口
伝
」

　
　
［
室
町
中
期
写
］
の
親
本
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
【
表
1
】
『
義
孝
集
』
（
1
）
と
『
範
永
朝
臣

　

集
』
（
n
）
は
、
書
陵
部
御
所
本
の
原
本
に
当
た
っ
た
と
こ
ろ
、
恐
ら
く
承
空
本
（
鎌
倉
時
代

　
　
の
浄
土
宗
西
山
派
の
承
空
が
永
仁
二
年
〈
一
二
九
四
〉
か
ら
嘉
元
元
年
〈
一
三
〇
三
〉
に
か

　
　
け
て
書
写
し
た
片
仮
名
書
き
の
歌
書
）
の
写
し
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
『
承
空
本
私
家
集
　
中
』

　
　
は
未
刊
で
確
定
は
で
き
な
い
。

（
9
）
　
本
文
に
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
と
異
同
が
少
な
い
の
は
、
『
大
嘗
会
和
歌
悠
記
主
基
詠
歌
』

　
　
（
五
〇
二
　
一
五
）
と
さ
れ
る
（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
三
五
巻
『
大
嘗
会
和
歌
』
（
平
二
二
・

　
　
朝
日
新
聞
社
）
解
題
〈
三
村
晃
功
執
筆
〉
）
。

（
1
0
）
　
書
陵
部
（
五
〇
一
ー
一
三
九
）
本
の
親
本
の
鎌
倉
初
期
写
の
『
山
家
心
中
集
』
は
、
宮
本

　
　
長
則
氏
の
所
蔵
と
さ
れ
、
『
複
刻
日
本
古
典
文
学
館
　
山
家
心
中
集
』
（
昭
四
六
・
日
本
古
典

　
　
文
学
刊
行
会
）
に
複
製
（
解
題
・
久
保
田
淳
執
筆
）
が
存
す
る
。

（
1
1
）
　
『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊
第
十
巻
書
目
』
（
昭
五
二
・
汲
古
書
院
）
に
拠
っ
た
。

　
　
な
お
、
福
田
秀
一
「
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
禁
裡
御
蔵
書
目
録
』
に
つ
い
て
」
（
『
か
が
み
』

　
　
六
号
、
昭
三
六
）
、
山
崎
誠
「
禁
裡
御
蔵
書
目
録
考
稿
（
一
）
～
（
四
）
」
（
『
国
文
学
研
究
資

　
　
料
館
文
献
資
料
部
調
査
研
究
報
告
』
九
・
一
〇
・
一
一
・
一
七
号
、
昭
六
三
二
二
、
平
一
・

　
　
三
、
平
三
二
二
、
平
九
・
三
）
を
参
照
し
た
。

（
1
2
）
　
石
田
実
洋
「
『
明
月
記
』
延
宝
奥
書
本
を
め
ぐ
っ
て
ー
一
条
兼
輝
・
霊
元
院
の
『
明
月
記
』

　
　
書
写
と
二
条
良
基
『
日
次
記
』
　
」
（
『
日
本
歴
史
』
六
四
七
号
、
平
一
三
二
三
。

（
1
3
）
　
前
掲
（
4
）
藤
本
論
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
陽
明
文
庫
蔵
『
輔
親
集
』
奥
書
に
よ
り
、
貞
享

　
　
二
年
六
月
二
五
日
に
近
衛
家
煕
が
勅
定
の
つ
い
で
に
自
分
用
に
臨
写
し
た
こ
と
が
判
明
し
、

　
　
六
月
に
も
冷
泉
家
本
の
書
写
は
続
い
て
い
た
こ
と
、
近
衛
家
煕
が
参
加
し
た
こ
と
も
知
ら
れ

　
　
る
。
な
お
、
該
書
は
『
陽
明
叢
書
　
国
書
篇
第
五
輯
』
（
昭
五
一
・
思
文
閣
出
版
）
に
翻
刻
も

　
　
備
わ
る
。

（
1
4
）
　
笠
間
影
印
叢
刊
『
四
條
宮
下
野
集
』
解
題
（
橋
本
不
美
男
・
犬
養
廉
執
筆
）
（
昭
四
五
・
笠

　
　
間
書
院
）
、
本
田
慧
子
「
近
世
の
禁
裏
小
番
に
つ
い
て
」
（
『
書
陵
部
紀
要
』
第
四
一
号
、
平
元
・

　
　
三
）
、
前
掲
（
4
）
藤
本
論
文
。

（
1
5
）
　
三
村
晃
功
「
『
新
類
題
和
歌
集
』
の
成
立
ー
公
事
部
の
視
点
か
ら
　
」
（
『
光
華
日
本
文
学
』

　
　
第
二
号
、
平
六
・
七
）
、
『
新
類
題
和
歌
集
』
の
成
立
！
夏
部
の
視
点
か
ら
　
」
（
『
光
華
日
本

　
　
文
学
』
第
二
号
、
平
一
一
・
八
）
、
日
下
幸
男
「
『
類
題
』
「
新
類
題
』
の
成
立
と
そ
の
撰
集
資

　
　
料
」
（
大
取
一
馬
編
『
中
古
中
世
和
歌
文
学
論
叢
』
〈
平
一
〇
・
思
文
閣
出
版
〉
）
。
な
お
、
稿
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者
も
拙
稿
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
『
七
夕
廿
首
和
歌
』
に
つ
い

　
　
て
　
　
（
付
）
田
中
穣
氏
旧
蔵
『
点
歌
　
元
亨
三
年
』
紹
介
　
」
（
『
研
究
と
資
料
』
第
五
〇
輯
、

　
　
平
一
五
・
一
二
）
に
お
い
て
、
鎌
倉
末
期
成
立
の
『
七
夕
廿
首
和
歌
』
（
H
六
〇
〇
ー
六
一
四

　
　
　
ゐ
四
二
）
が
高
松
宮
本
『
歌
書
目
録
』
の
「
追
加
」
に
書
名
が
見
え
る
こ
と
を
基
点
に
、
『
新

　
　
類
題
和
歌
集
』
編
纂
の
一
面
に
触
れ
た
。

（
1
6
）
　
前
掲
注
（
1
5
）
日
下
論
文
。

（
1
7
）
　
伊
地
知
鐵
男
・
橋
本
不
美
男
「
『
桂
宮
本
叢
書
』
の
呼
称
に
つ
い
て
」
（
宮
内
庁
書
陵
部
編

　
　
『
桂
宮
本
叢
書
』
第
二
〇
巻
〈
昭
三
五
・
養
徳
社
〉
）
等
。

（
1
8
）
　
福
田
秀
一
「
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
禁
裡
御
蔵
書
目
録
』
に
つ
い
て
」
（
『
か
が
み
』
六
号
、

　
　
昭
三
六
・
八
）
、
同
「
宮
内
庁
書
陵
部
及
び
東
山
御
文
庫
の
『
歌
書
目
録
』
に
つ
い
て
（
こ

　
　
（
二
）
」
（
『
ぐ
ん
し
ょ
』
　
一
七
号
、
一
八
号
、
昭
三
七
・
六
、
七
）
。

（
1
9
）
　
書
陵
部
御
所
本
の
私
家
集
や
歌
合
に
付
さ
れ
る
藍
色
の
不
審
紙
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
孝

　
　
浩
「
中
世
歌
合
諸
本
の
研
究
（
一
）
ー
正
治
二
年
十
月
一
日
仙
洞
当
座
歌
合
に
つ
い
て
・
附

　
　
校
本
」
（
『
斯
道
文
庫
論
集
』
三
二
、
平
一
〇
・
二
）
、
佐
々
木
孝
浩
「
写
本
と
版
本
の
間
ー
『
新

　
　
類
題
和
歌
集
』
三
十
冊
本
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
二
〇
〇
一
～
二
〇
〇
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助

　
　
金
（
A
）
「
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
の
研
究
」
研
究
計
画
研
果
報
告
書
『
和
漢
の
辞
書
・
類
書
の

　
　
書
誌
的
研
究
』
（
平
一
四
）
に
指
摘
が
あ
り
、
（
1
5
）
掲
出
の
拙
稿
で
も
問
題
点
と
し
た
。

（
2
0
）
　
井
上
宗
雄
監
修
・
公
宴
続
歌
研
究
会
（
三
村
晃
功
代
表
）
編
『
公
宴
続
歌
　
本
文
編
』
（
平

　
　

＝
丁
和
泉
書
院
）
。
そ
の
後
、
伊
藤
敬
「
『
公
宴
続
歌
』
ー
十
五
・
十
六
世
紀
宮
廷
和
歌
史

　
　
稿
ー
小
番
書
・
三
条
家
・
月
次
歌
会
の
こ
と
ど
も
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』
八
三
号
、
平
一
三
・

　
　
三
）
が
公
表
さ
れ
た
。

（
2
1
）
　
前
掲
注
（
2
）
田
島
公
「
近
世
禁
裏
文
庫
の
変
遷
と
蔵
書
目
録
ー
東
山
御
文
庫
本
の
史
料
学

　
　
的
・
目
録
学
的
研
究
の
た
め
に
ー
」
。

（
2
2
）
　
前
掲
注
（
4
）
藤
本
論
文
。
な
お
、
『
続
史
愚
抄
』
編
者
の
柳
原
紀
光
が
典
拠
と
し
た
の
は
、

　
　
書
陵
部
蔵
『
資
方
朝
臣
記
』
（
安
永
八
年
〈
一
八
六
一
〉
・
土
橋
忠
種
写
）
三
冊
（
柳
ー
一
一

　
　
一
八
）
と
思
わ
れ
る
が
、
本
文
に
異
同
は
な
い
。

（
2
3
）
　
所
功
「
『
禮
儀
類
典
』
の
成
立
と
両
本
の
概
要
」
（
『
宮
廷
儀
式
書
成
立
史
の
再
検
討
』
〈
平

　
　
二
二
・
国
書
刊
行
会
〉
）
。

付
記

　
本
稿
は
、

来
禁
裏
本
』

る
。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
（
基
盤
研
究
②
B
）
「
『
高
松
宮
家
伝

の

基
礎
研
究
」
（
代
表
　
吉
岡
眞
之
教
授
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
非
常
勤
研
究
員
）

（二
〇

〇

四

年
三
月
二
九
日
受
理
、
二
〇
〇
四
年
七
月
二
一
日
審
査
終
了
）
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On　the　Transcription　Ac6vities　of　Books　on　Japanese　Poetry　in　Reigen　Im－

perial　Palace

SAKAI　Shigeyuki

This　paper　examines　the　history　of　transcrip廿on　of　books　on　poetry　and　the　history　of　poetry　collec－

tions　in　the　Reigen　imperial　palace　from　the　Jokyo　period（1684－88）through　the　Shotoku　and

Kyoho　periods　（1711－1736）based　on　the　records　of　court　nobles　and　catalogs　of　poetry　books．　It

also　investigates　reasons　for　the　transc㎡ption　of　books　on　poe廿y　at　Reigen　palace　and　descdbes

what　took　place．　Essentially，　because　books　on　poetry　held　at　Reigen　palace　that　were　supposed　to

have　been　transferred　to　Emperor　Higashiyama’s　palace　library　stayed　at　Reigen　palace，　the　collec一

廿on　of　books　swelled　in　size．　In　addi廿on，　the　project　of　compiling　the“Shinruidai　Wakashu”（“New

Collection　of　Poems　on　Vari皿s　Themes”）planned　fヒom　around　the　end　of　the　Hoei　period（1704－

1711）to　early　in　the　Shotoku　period　（1711－1716）necessarily　enlivened　ac6vi6es　on　the　collection

and　transcHption　of　poetry　books　held　at　Reigen　palace．　The　transcdption　of　individual　poetry　books

and　the　removal　of　some　sections　and　the　correc60n　of　texts　for　the“Shinruidai　Wakashu”that　the

Reigen　palace　promoted　and　for　which　it　collected　books　took　place　from　around　April－May　1685

through　to　the　end　of　the　Kyoho　period．　Court　nobles　involved　in　these　activities　primarily　belonged

to　the　Reizei，　Fujitani，　Asukai，　Sanjonishi　and　Nakanoin　families，　which　were　families　of　poets，　and

the　Shimizudani　and　Jimyoin　families，　which　were　families　of　calligraphic　artists．　In　addition　to　court

nobles　belonging　to　these　families，　members丘om　the　Oshikoli，　Kuwabara，　Kuze，　Mushanokoli　and

Karasumaru　families　also　took　part　in　these　transcription　activities．　It　is　believed　that　an　of丘ce　was

created　for　the　transcription　of　books　held　in　the　Reigen　palace　collection　and　for　the　compilation　of

the“Shinruidai　Wakashu．”Namely，　regular　court　nobles　not　only　worked　on　transcrip60n　but　also

reported　for　dudes　involving　the　compila廿on　of　the“Shinmidai　Wakashu”and　went　searching　for

selecdons　of　poems．　We　may　presume　that　many　of　the　books　on　poetly　handed　over　and　lent　for

compiling　these　transcriptions　came　from　the　Reizei　family．　However，　from　records　of　court　nobles

from　that　time　we　learn　that　as　time　passed　there　was　an　increasing　amount　of　interest　in　books

owned　by　the　Nakanoin，　Hino　and　Karasumaru　families，　and　that　these　too　were　handed　over　and

transcribed．　These　persons　from　families　of　poets　who　o㎜ed　poetry　books　mixed　with　court　nobles

from　other　professions　as　part　of　their　palace　duties．　Consequently，　their　duties　extended　beyond

w亘ting　poetry　and　records，　so　that　at　times　they　were　involved　with　the　transcription　of　books　on
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poetry廿om　other血milies．
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